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町 長 の 行 動

表紙の写真コメント
「第7回スポーツフェスタIN

愛南」の開会式で、大会出場者最高

齢の長岡 勇
い さ む

さん(97歳 船越 クロッ

ケー出場)が力強く選手宣誓を行い

ました。いつまでもお元気でプレー

して欲しいと思います。なお、大会

結果は次号でご紹介します。

10/16

「秋の全国交通安全運
動」の一環として、南宇
和交通安全協会と高知県
交通安全協会宿毛支部合
同の「交通安全茶屋」が
国道56号線(宿毛市野地)
で実施され、約70名の関
係者が道行くドライバー
に安全運転を呼びかけま
した。(9/26)　

御荘文化センターで開催

された日本舞踊「若紫乃

の会(前田アイ子会主)」

主催福祉チャリティー

「ゆかた会」の募金約8

万5千円を、子ども達の

図書購入に使って欲しい

と町教育委員会に寄贈し

ていただきました。(9/7)

垣内地区の漁家民宿「海

人」で、船越小学校の総

合学習「船っ子タイム」

が行われ、16名の子ども

達が石窯ピザづくりやこ

け玉作りを体験しまし

た。 (10/3)

福浦の大林寺で、「晋山
式」という珍しい行事が
行われました。写真は、
新
し ん め い ほ う じ ょ う

命方丈(新たに任命さ
れた住職)が大勢のお坊
さんと順番に禅問答をし
ている様子です。夫婦円
満の秘訣など笑いを誘
う問答もありました。
(10/2)

御荘中学校で、愛媛県選

挙管理委員会主催によ

る中学生選挙啓発講座が

開かれ、3年生89名が模

擬投票や開票事務を体験

し、選挙クイズなどで選

挙制度について学びまし

た。(9/30)

9月　久良地区敬老会・船越地

区敬老会 (19 日 )、正木保育所

統廃合説明会 (20 日 )、宇和海

水産セミナー (27 日 )、南レク

定時取締役会 臨時株主総会 (28

日 松山市 )、船舶職員養成講習

開講式 (30 日 )、津島水道企業団

議会定例会 (30 日 宇和島市 ) な

ど。

10月　村上誠一郎氏表彰祝賀

会 (1 日 松山市 )、愛媛 CATV 開

局 20 周年記念式典 (3 日 松山

市 )、明日の四国づくりを考え

る市町村長の会 (5 日 高知県梼

原町 )、災害に強いまちづくり

検討会 (6 〜 7 日 )、南予グルメ

選手権 (8 日 宇和島市 )、四国四

県町村長 議長大会 (12 日 高松

市)、イベント推進協議会(13日)、

愛媛県国保事務研修協議会 (14

日 )、であい ふれあい 愛南フェ

スタ 2011・愛南グリーンツーリ

ズムフェスタ (15 日 ) など。

宇和海海中公園の鹿島
で、「スキューバダイビ
ング交流会2011」が開催
され、約50名のアマチュ
アダイバーが、カラフル
なソフトコーラルやテー
ブル珊瑚、色鮮やかな熱
帯魚が泳ぐ愛南町の美し
い海の中を散策しまし
た。(9/10〜9/11)

愛南トピックス
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笑顔いっぱい！
愛なんっこ

愛南
こみゅにけーしょん

元気いっぱい！
アイ・あい・愛ランド

あいなん掲示板

町政フラッシュ

p26
大阪市で開催された
「第6回全日本都道
府県対抗少年剣道優
勝大会」の開会式で
す。愛媛県選抜チー
ムとして、久德真

ま こ

子
選手(城辺中)と松田
華
か な え

苗選手(城辺中)、二
神明

あ す み

日美選手(一本松
小)が出場しました。
(9/18)【P25参照】

「災害に強いまちづく
り検討会」出席者約50
名が、東日本大震災後
に変更した東海小学校
の避難所を視察しまし
た。写真は整備された
避難道を登る防災関係
者です。
(10/7)【P5参照】

愛-1グランプリの

アトラクションで

砲丸投げのデモン

ス ト レ ー シ ョ ン

が行われ、愛南体

協の川﨑勇
ゆ う と

斗さん

（愛媛県記録保持

者）が力強い投
と う て き

擲

を披露しました。

(10/8)【P24参照】

パールジュエリー・デザイ
ン コ ン テ ス ト 表 彰 式 終 了
後、入賞者達が真珠の核入
れ 作 業 を 見 学 し ま し た 。
(10/8)【P23参照】
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去
る
3
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災

か
ら
、
や
が
て
8
か
月
が
経
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
一
日
も
速
い
被
災
地

の
復
興
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

　
私
も
行
政
を
預
か
る
地
方
自
治
体

の
首
長
と
し
て
8
月
30
日
か
ら
3
日

間
、
さ
ら
に
9
月
21
日
か
ら
3
日

間
、
被
災
地
の
石
巻
市
・
南
三
陸

町
・
気
仙
沼
市
・
陸
前
高
田
市
な
ど

宮
城
・
岩
手
両
県
を
中
心
に
、
現
地

の
状
況
を
目
の
当
た
り
に
見
て
参
り

ま
し
た
。
ひ
と
言
で
申
し
ま
す
と
、

「
呆
然
と
立
ち
尽
く
し
て
言
葉
も
な

い
」
と
い
っ
た
状
況
で
す
。

　
高
速
道
路
を
使
っ
て
北
へ
向
か
い

ま
し
た
が
、
少
し
走
る
と
右
前
方
の

愛
南
町
長 

清
水
雅
文

田
ん
ぼ
の
中
に
自
動
車
や
廃
材
、
所

に
よ
っ
て
は
船
も
目
に
飛
び
込
ん
で

き
ま
し
た
。
こ
の
高
速
道
路
が
防
波

堤
と
な
っ
た
た
め
、
左
側
の
集
落
は

ほ
と
ん
ど
被
害
も
な
く
、
所
々
の
家

の
棟
瓦
が
は
が
れ
た
程
度
で
あ
り
、

高
台
に
あ
る
木
造
の
民
家
も
倒
壊
し

た
も
の
は
一
軒
も
な
く
、
津
波
が
来

な
け
れ
ば
、
地
震
の
揺
れ
だ
け
で
は

家
屋
の
倒
壊
は
な
か
っ
た
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
。
高
速
道
路
の
右
と
左
で

明
暗
が
く
っ
き
り
分
か
れ
て
い
ま
す

が
、
河
川
が
あ
る
と
こ
ろ
の
両
岸
の

集
落
は
、
か
な
り
上
流
ま
で
被
災
し

て
い
ま
し
た
。

　
海
岸
線
の
集
落
は
、
町
全
体
が
地

盤
沈
下
を
し
て
お
り
、
強
固
な
護
岸

や
防
潮
堤
で
さ
え
、
跡
形
も
な
く

ズ
タ
ズ
タ
に
壊
れ
て
い
ま
す
。
町

全
体
で
木
造
の
民
家
は
跡
形
も
な

く
、
残
っ
て
い
る
の
は
鉄
骨
や
コ
ン

ク
リ
ー
ト
造
り
の
建
物
の
外
形
だ
け

で
あ
り
、
改
め
て
自
然
の
驚
異
を
ま

ざ
ま
ざ
と
見
せ
つ
け
ら
れ
た
思
い
で

す
。

　
千
年
に
一
度
の
想
定
外
の
震
災
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
東
海
・
東
南

海
・
南
海
、
そ
し
て
日
向
灘
沖
地
震

の
4
連
動
と
な
り
ま
す
と
、
東
日
本

大
震
災
と
同
等
も
し
く
は
そ
れ
以
上



p5

　
御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
で
「
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
検
討
会
」
が
行
わ

れ
、
四
国
4
県
の
行
政
・
大
学
な
ど
か
ら
防
災
関
係
者
約
5
0
名
が
参
加

し
て
「
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
な
ど
の
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
愛
南
町
の
取
組
の
報
告
や
、
由
良
半
島
地
区
、

岩
水
地
区
の
東
海
小
学
校
や
旧
深
浦
小
学
校
に
移
転
建
築
中
の
城
辺
幼
稚

園
と
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
南
楽
荘
」
の
建
設
現
場
な
ど
の
視
察
も
行
わ
れ

ま
し
た
。

10/　

6〜7

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
検
討
会

に
な
る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
だ
け
の
規
模
の
地
震
・
津
波
で
あ

れ
ば
、
人
間
の
力
で
は
到
底
防
ぐ
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
で
す
が
、
逃
げ

る
こ
と
は
で
き
ま
す
。

　
被
災
地
の
方
々
に
は
、
本
当
に
お

気
の
毒
で
す
が
、
私
た
ち
は
今
回
の

震
災
を
「
わ
が
こ
と
」
と
し
て
受
け

止
め
、
将
来
必
ず
起
こ
る
で
あ
ろ
う

大
地
震
に
備
え
、
限
界
は
あ
り
ま
す

が
で
き
う
る
限
り
の
対
策
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

 
「
強
い
揺
れ
が
長
く
続
い
た
ら
必

ず
津
波
が
来
る
」
「
ま
ず
は
高
台
に

逃
げ
る
。
そ
し
て
命
だ
け
は
守
る
」

を
教
訓
と
し
て
、
日
ご
ろ
か
ら
災
害

に
対
す
る
町
民
一
人
ひ
と
り
の
意
識

を
高
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
建
物
の
耐
震
化
の
促

進
、
多
重
防
御
の
ま
ち
づ
く
り
、
地

域
防
災
力
の
向
上
、
災
害
発
生
時
に

お
け
る
行
政
機
能
の
維
持
・
発
揮
な

ど
「
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
」
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
町
民
の

皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。
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款 予算現額 執行済額 款 予算現額 執行済額

町税 16億9,679万4千円 13億  180万4千円 諸収入 2億9,386万3千円 8,762万8千円 

地方譲与税 1億3,900万円  　 4,533万3千円 町債 11億6,030万円  　 0 

地方消費税交付金 1億9,000万円  　 1億1,250万1千円 その他 9,186万6千円 5,255万7千円 

地方交付税 78億2,767万5千円 60億2,376万3千円 （その他の内訳）

分担金及び負担金 2億7,722万9千円 1億  550万2千円 利子割交付金 740万円  　 311万9千円 

使用料及び手数料 1億8,279万4千円 8,410万1千円 配当割交付金 280万円  　 116万2千円 

国庫支出金 10億8,086万2千円 3億2,756万2千円 株式等譲渡所得割交付金 120万円  　 0 

県支出金 8億6,435万3千円 7,360万4千円 自動車取得税交付金 3,800万円  　 889万2千円 

財産収入 3,764万4千円 2,142万7千円 交通安全対策特別交付金 300万円  　 168万8千円 

繰入金 3億7,310万1千円 0 地方特例交付金 3,696万6千円 3,696万6千円 

繰越金 6億  572万7千円 6億  572万7千円 寄附金 250万円  　 73万円  　 

合　　計 148億2,120万8千円 88億4,150万9千円 

款 予算現額 執行済額 款 予算現額 執行済額

議会費 1億2,270万6千円 6,853万2千円 教育費 14億8,468万8千円 6億2,846万3千円 

総務費 22億  583万6千円 9億6,730万円  　 災害復旧費 1,291万5千円 123万円  　

民生費 35億  985万6千円 11億2,357万4千円 公債費 30億8,848万7千円 15億9,644万円  　 

衛生費 13億9,453万4千円 5億2,810万2千円 その他 1,903万9千円 336万8千円 

農林水産業費 15億1,367万3千円 2億8,846万8千円 （その他の内訳）

商工費 3億7,708万5千円 1億2,848万2千円 諸支出金 903万9千円 336万8千円 

土木費 6億4,560万6千円 1億2,481万4千円 予備費 1,000万円  　 0 

消防費 4億4,678万3千円 1億8,996万円  　 合　　計 148億2,120万8千円 56億4,873万3千円 

歳
　
入

歳
　
出

平成23年度上半期の愛南町の予算執行状況等を公表します

予算総額 148億2,120万8千円
執行済額 88億4,150万9千円

予算総額 148億2,120万8千円
執行済額 56億4,873万3千円
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町民税
40.7％

町たばこ税 6.7％軽自動車税
3.4％

固定資産税
49.2％

特別会計の予算執行状況
会計名 区　分 予算現額 執行済額 差　引

国民健康保険特別会計
歳　入 37億5,500万円  　 13億7,562万4千円 23億7,937万6千円 

歳　出 37億5,500万円  　 15億4,325万6千円 22億1,174万4千円 

介護保険特別会計
歳　入 27億4,029万2千円 10億5,569万7千円 16億8,459万5千円 

歳　出 27億4,029万2千円 11億5,343万3千円 15億8,685万9千円 

後期高齢者医療特別会計
歳　入 2億5,200万円  　 7,244万6千円 1億7,955万4千円 

歳　出 2億5,200万円  　 7,420万8千円 1億7,779万2千円 

簡易水道特別会計
歳　入 2億5,839万円  　 1億2,025万4千円 1億3,813万6千円 

歳　出 2億5,839万円  　 1億  281万2千円 1億5,557万8千円 

小規模下水道特別会計
歳　入 1億6,680万円  　 1,383万6千円 1億5,296万4千円 

歳　出 1億6,680万円  　 7,637万5千円 9,042万5千円 

浄化槽整備事業特別会計
歳　入 2億7,606万5千円 925万8千円 2億6,680万7千円 

歳　出 2億7,606万5千円 1,235万3千円 2億6,371万2千円 

温泉事業等特別会計
歳　入 7,600万円  　 3,586万2千円 4,013万8千円 

歳　出 7,600万円  　 2,846万5千円 4,753万5千円 

旅客船特別会計
歳　入 2,320万円  　 1,313万9千円 1,006万1千円 

歳　出 2,320万円  　 1,484万4千円 835万6千円 

企業会計

会計名 区　分 予算現額 執行済額 差　引

上水道 
事業会計

収益的収入 4億8,121万4千円 2億5,172万8千円 2億2,948万6千円 

収益的支出 4億8,346万1千円 1億  454万5千円 3億7,891万6千円 

資本的収入 7,133万1千円 46万2千円 7,086万9千円 

資本的支出 3億  118万6千円 7,967万7千円 2億2,150万9千円 

資本的収入が資本的支出に不足する額229,855千円は、過年度分損益勘定留保資金85,321千円、当年度分損益勘定留保資金

137,676千円、当年度資本的収支調整額6,858千円で補てんすることとしています。

会計名 区　分 予算現額 執行済額 差　引

病院 
事業会計

収益的収入 6億1,550万円  　 2億7,291万4千円 3億4,258万6千円 

収益的支出 6億1,558万4千円 2億7,057万4千円 3億4,501万円  　 

資本的収入 631万7千円 0 631万7千円 

資本的支出 2,460万9千円 1,191万1千円 1,269万8千円 

資本的収入が資本的支出に不足する額18,292千円は、過年度分損益勘定留保資金18,292千円で補てんすることとしています。

地方債（町の借金）残高の状況
会計名 残　高

一般会計 207億5,122万5千円

簡易水道特別会計 13億8,730万9千円

小規模下水道特別会計 12億9,443万7千円

浄化槽整備事業特別会計 2,060万円  　 

上水道事業会計 25億5,801万4千円 

合　計 260億1,158万5千円 

基金（町の貯金）残高の状況
基金名 残　高 基金名 残　高

財政調整基金 28億6,737万3千円 ふるさとづくり基金 234万円  　 

減債基金 5億9,680万3千円 公営住宅建設基金 1,023万8千円 

人材育成基金 6,637万2千円 諏訪公園管理基金 433万6千円 

地域振興基金 2億4,739万8千円 地域活性化基金 27億6,000万円  　 

ふるさと創生基金 8,129万3千円 土地開発基金 1億  152万2千円 

公共施設整備基金 1億9,337万1千円 高齢者等肉用牛貸付基金 722万3千円 

文化振興基金 1,016万3千円 　（うち貸付金） 0 

地域福祉基金 7億5,489万円  　 肉用牛貸付基金 1,932万1千円 

西海ストックヤード管理基金 2,032万5千円 　（うち貸付金） 1,622万5千円 

産業振興基金 1億1,927万1千円 介護保険給付費準備基金 5,850万8千円 

中山間ふるさと水と土保全基金 4,960万1千円 国保財政調整基金 307万9千円

水資源対策基金 2億5,182万1千円 住民生活に光をそそぐ基金 4,441万9千円 

合　計 82億6,970万7千円 

町税の内訳
町税の内訳 予算現額

町民税 6億9,034万円  　 

固定資産税 8億3,575万1千円 

軽自動車税 5,705万8千円 

町たばこ税 1億1,364万5千円 

合　計 16億9,679万4千円 



p8

平
成
23
年

第
３
回
町
議
会
定
例
会

◆
議
会
事
務
局
か
ら

「
愛
南
町
文
化
祭
」開
催
の

お
知
ら
せ
！

◆
生
涯
学
習
課
か
ら

　

本
庁
議
場
で
、
平
成
23
年
第
３
回

町
議
会
定
例
会
を
開
催
し
、
愛
南
町

の
健
全
化
判
断
比
率
と
公
営
企
業
会

計
に
係
る
資
金
不
足
比
率
に
つ
い
て

の
報
告
の
後
、
愛
南
町
税
条
例
の
一

部
改
正
の
専
決
処
分
の
承
認
、
平
成

22
年
度
一
般
会
計
、
特
別
会
計
（
国

民
健
康
保
険
・
老
人
保
健
・
介
護
保

険
・
後
期
高
齢
者
医
療
・
簡
易
水

道
・
小
規
模
下
水
道
・
浄
化
槽
整
備

事
業
・
温
泉
事
業
等
・
旅
客
船
）
及

び
事
業
会
計
（
上
水
道
・
病
院
）
決

算
の
認
定
、
公
共
事
業
分
担
金
徴
収

条
例
・
税
条
例
・
学
校
設
置
条
例
の

一
部
改
正
、
平
成
23
年
度
一
般
会
計

及
び
特
別
会
計（
介
護
保
険
・
簡
易

水
道
）補
正
予
算
、
宇
和
島
地
区
広
域

事
務
組
合
規
約
の
変
更
、
訴
訟
の
提

起
の
計
21
議
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
教
育
委
員
会
委
員 

鼻
﨑
正ま

さ

雄お

氏
（
御
荘
平
山
）
の
任
命

に
同
意
し
、
増
元
久ひ

さ

男お

副
議
長
か
ら

提
出
さ
れ
た
新
庁
舎
建
設
特
別
委
員

会
の
設
置
に
つ
い
て
も
原
案
ど
お
り

可
決
し
ま
し
た
。

一
般
質
問

質
問
者

質
　問
　事
　項

内
倉

　長
蔵

①
選
挙
公
約
の
見
直
し
に
つ
い
て

②
大
型
公
共
施
設
建
設
に
つ
い
て

③
高
速
道
路
宇
和
島
延
伸
に
併
せ
た
愛
南
町
の
魅
力
発
信

に
つ
い
て

④
県
立
南
宇
和
病
院
に
つ
い
て

佐
々
木

　史
仁

①
町
内
路
線
バ
ス
に
つ
い
て

宮
下

　一
郎

①
愛
南
町
所
有
の
商
業
施
設
の
民
間
へ
の
委
託
に
つ
い
て

②
庁
舎
建
設
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
問
題
に
つ
い
て

田
口

　　勝

①
防
災
に
つ
い
て

②
被
災
者
支
援
シ
ス
テ
ム
導
入
に
つ
い
て

西
口

　　孝

①
愛
南
町
の
地
勢
を
生
か
し
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
推

進
に
つ
い
て

②
町
道
に
お
け
る
橋
梁
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

③
廃
校
、廃
園
と
な
っ
た
建
物
敷
地
の
管
理
に
つ
い
て

中
野

　光
博

①
新
庁
舎
建
設
に
つ
い
て

※
詳
し
く
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
な
お
、
公
開
に
は
２
か
月
程
度
か
か

り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

 9/

 9〜16

　

本
年
度
の
文

化
祭
は
「
み
ん

な
で
咲
か
そ
う 

愛
南
文
化
」
を

テ
ー
マ
に
、
町

文
化
協
会
加
盟

団
体
の
日
々
の

成
果
を
披
露
し

ま
す
。
多
く
の

皆
様
の
ご
来
場

を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

日
時

　11
月
12
日（
土
）９
時
〜
17
時

　　　11
月
13
日（
日
）９
時
〜
16
時

場
所

　御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
ほ
か

問
合
せ

　生
涯
学
習
課（
TEL
７
３
︱

１
１
１
１
）
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15
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●

●

●
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33

34

35

36
37

38

39

17 18

8

9

7

19

1

25
26

31

2729 30
32

28

御荘地域

城辺地域

西海地域

内海地域

一本松地域

埋蔵文化財包蔵地台帳
通番号 所在地 包蔵地名

御荘地域
1 深泥 深泥遺跡
2

平城

馬瀬遺跡
3 節崎遺跡
4 八幡野遺跡
5 猪ノ尻遺跡
6 法華寺遺跡
7 平城貝塚
8 菊川 銭坪遺跡
9

平城
貝塚遺跡

10 永の岡遺跡
11 源駄場遺跡
12 長月 御荘焼窯跡
13 深泥 深泥Ⅱ遺跡
14 和口 和口西の駄場遺跡
15

平城
日枝神社遺跡

16 日向谷遺跡
17 大谷遺跡
18 長月 安住寺五輪塔
19 平城 岡村松軒翁の墓
20 菊川 風ヶ森城跡
21 長月 永月城跡
22 平山 大島遺跡

内海地域
23

柏

串ヶ岡（赤樫）城跡
24 鳥巣（城首・鳥首）城跡
25 矢落遺跡
26 小山畑遺跡
27

平碆
本谷しく様遺跡

28 白王山遺跡
29

油袋
五輪墓跡

30 五輪墓跡
31 須ノ川 法華石城跡
32 油袋 五輪墓跡

一本松地域
33

中川
茶堂遺跡

34 茶堂Ⅱ遺跡
35 増田 猿越城跡
36

広見
札掛遺跡

37 広見遺跡
38 増田 峠の城跡
39 正木 ムソノ城跡

西海地域
40 小浦 小浦墓地

通番号 所在地 包蔵地名
城辺地域

41

緑甲

梶郷駄場Ⅰ遺跡
42 梶郷駄場Ⅱ遺跡
43 梶郷駄場Ⅲ遺跡
44 大道下遺跡
45 樫床 太場遺跡
46 緑当時 緑当時遺跡
47 城辺乙 愛宕山遺跡
48 城辺甲 城辺小学校校庭遺跡
49 城辺乙 三島岡遺跡
50 城辺甲 久保遺跡
51 鳥越 鳥越遺跡
52 久良 天嶬の鼻遺跡
53 緑乙 緑城跡
54 城辺甲 数城跡
55 城辺乙 御陣山城跡
56

城辺甲
常盤城跡

57 大森城跡
58 久保 大谷の砦跡
59 鯆越 太郎谷砦跡
60 古月 鳶の巣城跡
61 長野 不老の砦跡
62 下長野 一夜城跡
63

緑
御荘焼一木窯跡

64 御荘焼早崎窯跡
65 豊田 御荘焼豊田窯跡
66

天嶬鼻
高野長英築造の台場跡

67 天嶬の鼻砲台場石塁
68 樫床 ホリキリ

周
知
の
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地

の
お
知
ら
せ
！

◆
生
涯
学
習
課
か
ら

　
現
在
、
町
内
に
は
、
文
化
財
保
護

法
に
よ
り
周
知
の
埋
蔵
文
化
財
包
蔵

地
と
し
て
守
ら
れ
て
い
る
土
地
が
68

か
所
（
平
成
23
年
４
月
現
在
）
あ
り

ま
す
。
こ
れ
ら
の
土
地
で
土
木
工
事

な
ど
の
開
発
行
為
に
か
か
る
場
合
、

最
低
60
日
前
ま
で
に
県
に
届
け
出
る

こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
、
県

か
ら
の
指
示
が
あ
る
ま
で
工
事
に
取

り
か
か
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
さ

ら
に
、
発
掘
な
ど
の
調
査
が
必
要
に

な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
規
模

の
大
小
に
関
係
な
く
、
早
め
に
生
涯

学
習
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
周
知
の
埋
蔵
文
化
財
と
は
？

　
貝
塚
、
古
墳
な
ど
外
形
的
に
判
断

で
き
る
も
の
の
ほ
か
、
口
伝
、
古
文

書
、
古
地
図
、
古
絵
図
、
調
査
研
究

報
告
書
な
ど
に
よ
っ
て
、
土
地
の
中

に
文
化
財
が
埋
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
そ
の
地
域
社
会
に
知
ら
れ
て
い
る

土
地
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

■
開
発
行
為
と
は
？

　
単
に
掘
削
行
為
だ
け
で
な
く
、
盛

土
や
構
築
物
の
建
築
な
ど
で
、
実
質

的
に
遺
跡（
埋
蔵
文
化
財
）の
状
況
を

変
化
さ
せ
た
り
、事
後
の
調
査
を
不
可

能
に
す
る
行
為
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

■
不
明
な
時
は
？（
ま
ず
は
相
談
を
！
）

　
自
身
の
所
有
す
る
土
地
が
、
周
知

の
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
で
あ
る
か
ど

う
か
不
明
な
場
合
は
、
生
涯
学
習
課

（
TEL
７
３
︱

１
１
１
１
）
で
確
認
が
で

き
ま
す
の
で
、
早
め
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

問
合
せ

　生
涯
学
習
課（
TEL
７
３
︱

１
１
１
１
）

周知の埋蔵文化財包蔵地

町内68ヵ所

まずは相談を！
開発には事前の届出が必要です
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癒
し
の
里 

四
国
の
道
を
歩
こ
う
！

「
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
・
ザ
・
空
海
あ
い

な
ん
」参
加
者
募
集
！

◆
内
海
公
民
館
か
ら

東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
原

子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
る

被
害
を
受
け
ら
れ
た
方
へ
！

◆
税
務
課
か
ら

◆
へ
ん
ろ
道
句
会
ラ
イ
ブ
！

　
大
震
災
に
お
け
る
原
子
力
発
電
所

の
事
故
に
よ
る
被
害
を
受
け
ら
れ

た
方
は
、
地
方
税
の
軽
減
措
置
等
を

受
け
ら
れ
ま
す
。
軽
減
措
置
等
を
受

け
る
た
め
に
は
、
手
続
き
が
必
要
と

な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
細

に
つ
い
て
は
、
南
予
地
方
局　

税
務

課（
TEL
０
８
９
５
︱

２
２
︱

５
２
１
１
）

又
は
愛
南
町
役
場　

税
務
課
（
TEL

０
８
９
５
︱

７
２
︱

７
３
０
１
）
ま
で

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

税制上の措置 概　　　　　　要

共
通

減免措置 被害にあわれた方の状況に応じて、税の減免を受
けることができます。

県
　税

自動車税等の
非課税措置

警戒区域内にあった自動車で永久抹消登録がなさ
れた自動車には、平成23年3月11日にさかのぼって
自動車税は課されません。また、警戒区域内にあっ
た自動車で永久抹消登録等がなされたものに代わ
る自動車を取得した場合、自動車取得税及び平成
25年度分までの自動車税が非課税となります。

不動産取得税
の軽減措置

警戒区域内にあった家屋やその敷地に代わる家
屋・土地を取得した場合、不動産取得税の軽減措
置を受けることができます。

市（
町
村
）税

固定資産税・
都市計画税の
軽減措置

警戒区域内にあった住宅用地や家屋に代わる土
地・家屋を取得した場合、固定資産税・都市計画
税の軽減措置を受けることができます。

軽自動車税の
非課税措置

警戒区域内にあった軽自動車で自動車検査証の返
納等がなされた軽自動車には、平成23年3月11日
にさかのぼって軽自動車税は課されません。ま
た、警戒区域内にあった自動車・軽自動車で永久
抹消登録等がなされたものに代わる軽自動車を取
得した場合、平成25年度分までの軽自動車税が非
課税となります。

　なお、警戒区域・計画的避難区域・緊急時避難準備区域等のうち市
町村長が指定する区域内の土地や家屋には平成23年度分の固定資産
税・都市計画税は課されません。また、特段の手続きは不要です。

■
松
尾
坂
へ
ん
ろ
道
コ
ー
ス

（
宿
毛
市
宿
毛
球
場
〜
御
荘
文
化
セ

ン
タ
ー

　ほ
か
２
コ
ー
ス
）

　

11
月
19
日（
土
）　８
時
30
分
〜

　
（
総
合
開
会
式

　御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
）

■
柏
坂
へ
ん
ろ
道
コ
ー
ス

（
愛
南
町
柏
〜
宇
和
島
市
津
島
町
畑

地
「
風
園
」）

　

11
月
20
日（
日
）　９
時
〜

　
（
開
会
式

　DE
・
あ
・
い
・
21
）

※
雨
天
決
行
、
荒
天
の
場
合
は
11
月

26
日（
土
）、
27
日（
日
）に
延
期

参
加
料

　
５
０
０
円（
中
学
生
以
下

は
無
料
）、
弁
当
・
飲
み
物
は
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

出
演

　夏
井
い
つ
き

　　　
（
俳
人

　愛
南
町
出
身
）

日
時

　11
月
19
日（
土
）

　　　18
時
30
分
〜
20
時

場
所

　御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー

定
員

　１
５
０
名

入
場
料

　
無
料
（
整
理
券
が
必

要
）

問
合
せ

　内
海
公
民
館
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「
年
末
調
整
事
務
説
明
会
」

開
催
の
お
知
ら
せ
！

◆
税
務
課
か
ら

情
報
通
信
基
盤
整
備
事
業

各
サ
ー
ビ
ス
の
故
障
対
応

窓
口
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
！

◆
総
務
課
か
ら

最
低
賃
金
改
正

　
　
　
の
お
知
ら
せ
！

◆
商
工
観
光
課
か
ら

　
宇
和
島
税
務
署
で
は
、
平
成
23
年

分
源
泉
所
得
税
の
改
正
・
納
付
書
等

の
記
載
要
領
・
年
末
調
整
の
仕
方
に

つ
い
て
、
次
の
日
程
で
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。

　
な
お
、
事
業
者
に
は
、
年
末
調
整

関
係
諸
用
紙
を
封
入
し
た
封
筒
を
事

前
に
送
付
し
ま
す
の
で
、
来
場
の
際

に
は
必
ず
送
付
さ
れ
た
封
筒
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　税
務
課（
TEL
７
２
︱

７
３
０
１
）

　宇
和
島
税
務
署

（
TEL
０
８
９
５
︱

２
２
︱

４
５
１
３
）

開催日 開催時間 開催会場 対象地域

11月15日
（火）

10：00〜12：00 宇和島市役所
2階　大会議室

宇和島市（個人事業者）
宇和島市吉田町

14：00〜16：00 宇和島市津島町

11月16日
（水）

13：30〜15：30
愛南町
城辺社会福祉会館
3階　中ホール

愛南町

11月17日
（木）

14：00〜16：00
鬼北町近永公民館
2階　講堂

宇和島市三間町
鬼北町・松野町

※説明会には、対象地域にかかわらずご都合の良い日にご来場いただけます。

　
現
在
、
皆
様
が
お
使
い
の
音
声
告

知
端
末
機
や
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
・
ひ

か
り
電
話
・
光
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な

ど
の
各
種
サ
ー
ビ
ス
に
故
障
な
ど
が

発
生
し
た
場
合
は
、
次
の
対
応
窓
口

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
告
知
端
末
機
の
故
障
な
ど

　愛
南
町
役
場
総
務
課（TEL

７
２
︱

１
２
１
１
）

　受
付
時
間

　
平
日
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

■
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
故
障
な
ど

　愛
媛
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ

（
TEL
０
８
９
︱

９
４
３
︱

５
０
０
１
） 　

愛
媛
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
愛
南
局

（
TEL
７
２
︱

０
０
３
３
）

　受
付
時
間

　　　平
日
９
時
〜
19
時 

　　　土
曜
９
時
〜
17
時
30
分

■
ひ
か
り
電
話
、
光
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
故
障
な
ど

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
IP
カ
ス
タ
マ
ー
セ

ン
タ
ー

（
TEL
０
１
２
０
︱

２
４
８
︱

９
９
５
）

　
受
付
時
間

　
24
時
間（
17
時
〜
翌

朝
９
時
ま
で
は
録
音
に
よ
る
受
付
）

土
日
・
祝
日
も
受
付
中

※
故
障
修
理
な
ど
の
対
応
は

　９
時
〜
17
時

問
合
せ

　総
務
課（
TEL
７
２
︱

１
２
１
１
）

　
県
内
す
べ
て
の
労
働
者
に
適
用
さ

れ
る
「
愛
媛
県
最
低
賃
金
」
が
改

正
さ
れ
、
10
月
20
日
以
降
分
と
し
て

労
働
者
に
支
払
う
賃
金
は
、
１
時
間

６
４
７
円
以
上
と
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

■
次
の
点
に
つ
い
て

　　　　

ご
留
意
く
だ
さ
い
。

・
愛
媛
県
内
に
派
遣
さ
れ
て
働
く
派

遣
労
働
者
に
つ
い
て
も
適
用
さ
れ

ま
す
。

・
最
低
金
額
以
上
の
賃
金
を
支
払
わ

な
い
場
合
は
、
50
万
円
以
下
の
罰

金
に
処
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

問
合
せ

　愛
媛
労
働
局

　賃
金
室

（
TEL
０
８
９
︱

９
３
５
︱

５
２
０
５
）

　宇
和
島
労
働
基
準
監
督
署

（
TEL
０
８
９
５
︱

２
２
︱

４
６
５
５
）
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平
成
24
年
度

保
育
所
入
所
の
ご
案
内
！

◆
保
健
福
祉
課
か
ら

土
曜
午
後
保
育
と

延
長
保
育
！

犯
罪
被
害
者
週
間
の

お
知
ら
せ
！

◆
愛
南
警
察
署
か
ら

　
平
成
24
年
４
月
か
ら
保
育
所
へ
入

所
を
希
望
さ
れ
る
方
で
、
新
規
の
方

は
入
所
希
望
の
保
育
所
で
、
現
在
入

所
中
の
方
は
入
所
し
て
い
る
保
育
所

で
「
保
育
所
入
所
申
込
書
」
と
「
家

庭
の
就
労
状
況
調
査
表
」
を
受
け
取

り
、
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
11
月

14
日（
月
）か
ら
11
月
25
日（
金
）ま
で

に
、
４
月
か
ら
入
所
を
希
望
さ
れ
る

保
育
所
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
平
成
24
年
５
月
以
降
の
途

中
入
所
を
希
望
さ
れ
る
方
も
、
上
記

期
限
内
に
入
所
を
希
望
さ
れ
る
保
育

所
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
こ
れ
か

ら
出
産
す
る
予
定
が
あ
る
方
及
び
育

休
明
け
等
に
よ
り
職
場
復
帰
さ
れ
る

方
の
う
ち
、
年
度
途
中
に
保
育
所
入

所
を
希
望
さ
れ
る
方
も
必
ず
事
前
に

入
所
を
希
望
さ
れ
る
保
育
所
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
）。

■
注
意
事
項

　
児
童
の
属
す
る
世
帯
員
又
は
近
隣

に
お
住
ま
い
の
祖
父
母
の
方
な
ど

で
、
保
育
の
で
き
る
状
況
の
方
が
お

ら
れ
る
場
合
は
、保
育
所
へ
の
入
所
は

で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
就
業
状
況（
パ
ー
ト
等
）・
就
職
活

動
後
の
再
調
査
が
毎
年
７
月
頃
あ
り

ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

■
申
込
書
の
記
入
に
当
た
っ
て

①
入
所
児
童
の
満
年
齢
は
、
平
成
24

年
４
月
１
日
現
在
で
記
入
し
て
く
だ

さ
い
。

②
面
接
は
、
平
成
24
年
１
月
下
旬
頃

か
ら
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
日
程
が

決
ま
り
次
第
、
申
込
時
に
必
要
な
添

付
書
類
等
と
面
接
の
ご
案
内
を
添
え

て
個
人
ご
と
に
通
知
し
ま
す
。

問
合
せ 

　
保
健
福
祉
課（
TEL
７
２
︱

１
２
１
２
）

　
保
護
者
の
就
労
状
況
等

に
よ
り
一
部
の
保
育
所
に

お
い
て
土
曜
午
後
保
育

（
無
料
、
申
請
が
必
要
）や

延
長
保
育
（
延
長
保
育
料

１
回
１
０
０
円
、
利
用
申

込
み
数
５
人
以
上
に
よ
り

実
施
）を
行
っ
て
い
ま
す
。

希
望
が
あ
る
場
合
は
、
実

施
保
育
所
（
は
ま
ゆ
う
乳

幼
児
保
育
所
・
柏
保
育

所
・
御
荘
保
育
所
・
城
辺

保
育
所
・
一
本
松
保
育

所
）
へ
の
入
所
を
お
勧
め

し
ま
す
。

通常保育

実施保育所 早出保育 通常保育（月〜金） 居残り保育

はまゆう乳幼児保育所 7：00〜 8：00〜17：00 〜18：00

船越保育園 7：30〜 8：00〜16：00 〜17：00

公立保育所 7：30〜 8：30〜16：30 〜18：30

 （土曜日は12：30まで）

土曜午後保育（申請が必要で無料）
延長保育（1回100円で申請が必要） 

実施保育所 土曜午後保育 延長保育（有料）

はまゆう乳幼児保育所 〜18：00 18：00〜19：00 土曜日の
延長保育
はありま
せん。　

柏・御荘・城辺
一本松の各保育所

〜18：30 18：30〜19：00

　
11
月
25
日
か
ら
12
月
１
日
は
「
犯

罪
被
害
者
週
間
」
で
す
。
犯
罪
に

関
す
る
相
談
は
０
１
２
０
︱

３
１
︱

９
１
１
０
（
夜
間
・
休
日
も
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
※
携
帯
電
話
か
ら
は

か
け
ら
れ
ま
せ
ん
）
に
お
か
け
く
だ

さ
い
。
警
察
署
に
も
相
談
窓
口
を
設

け
て
い
ま
す
の
で
、
ひ
と
り
で
悩
ま

ず
勇
気
を
出
し
て
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。

 

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

被
害
者
こ
こ
ろ
の

支
援
セ
ン
タ
ー
え
ひ
め
」
で
は
、
専

門
的
な
訓
練
を
受
け
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
支
援
活
動
員
が
、
電
話
相
談
な
ど

を
通
じ
て
悩
み
の
解
決
や
心
の
ケ
ア

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

相
談
電
話

０
８
９
︱

９
０
５
︱

０
１
５
０

　

毎
週
火
・
木
・
土
曜
日

　

10
時
〜
16
時

問
合
せ

　愛
南
警
察
署（
TEL
７
２
︱

０
１
１
０
）
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12
月
は
滞
納
整
理
強
化

月
間
で
す
！

◆
税
務
課
か
ら

差
押
え
不
動
産
の

　
　
公
売
に
つ
い
て
！

◆
税
務
課
か
ら

人
権
擁
護
委
員
の

お
知
ら
せ
！

◆
町
民
課
か
ら

全
国
一
斉「
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」強
化
週
間
！

◆
町
民
課
か
ら

　
12
月
は
「
県
税
・
市
町
村
税 

一

斉
滞
納
整
理
強
化
月
間
」で
す
。
愛

南
町
で
も
、
愛
媛
県
及
び
愛
媛
地
方

税
滞
納
整
理
機
構
と
一
丸
と
な
っ
て

納
期
限
内
納
付
を
さ
れ
て
い
る
納
税

者
と
の
公
平
性
を
確
保
す
る
た
め
、

期
間
中
は
滞
納
処
分
等
に
よ
る
滞
納

整
理
を
よ
り
一
層
強
化
し
ま
す
。

　
な
お
、
期
間
中
は
納
税
相
談
窓
口

を
設
置
し
て
納
税
相
談
及
び
納
付
に

対
応
し
ま
す
。

納
税
相
談
窓
口

（
設
置
場
所

：

本
庁　

税
務
課
）

　平
日

　12
月
１
日（
木
）

〜
12
月
22
日（
木
）

　　　　８
時
30
分
〜
19
時

　休
日

　12
月
４
日（
日
）、

　　　　12
月
11
日（
日
）、

　　　　12
月
18
日（
日
）

 

　　　　８
時
30
分
〜
17
時

問
合
せ

　税
務
課（
TEL
７
２
︱

７
３
０
１
）

　
差
押
え
不
動
産
の
公
売
を
実
施
し

ま
す
。

日
時

　12
月
７
日（
水
）13
時
か
ら

場
所

　
愛
媛
県
中
予
地
方
局

　
７

階
　
大
会
議
室（
松
山
市
北
持
田
町

１
３
２
番
地
）

公
売
物
件

　南
宇
和
郡
愛
南
町
城
辺
甲
５
０
７

２
番
１ 

土
地（
田
）

 

１
２
４
６
㎡

　南
宇
和
郡
愛
南
町
城
辺
甲
５
０
７

３
番
１ 

土
地（
田
）

 

１
０
８
９
㎡

※
入
札
に
は
買
受
適
格
証
明
書
が
必

要
で
す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
愛
媛
地
方

税
滞
納
整
理
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp

://w
w

w
.eh

im
e-kiko

u
.jp

/
）を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、
お
電
話
で
問
合
せ

く
だ
さ
い
。
な
お
、
事
情
に
よ
り
中

止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ

　愛
媛
地
方
税
滞
納
整
理
機
構

（
TEL
０
８
９
︱

９
１
３
︱

５
８
０
０
）

　
10
月
１
日
付
で
、
法
務
大
臣
か
ら

德
岡

　
朗

あ
き
ら

さ
ん
（
上
大
道
）
が
人
権

擁
護
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
の
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
人
権
擁
護
委

員
法
に
基
づ
き
委
嘱
さ
れ
た
、
あ
な

た
の
街
の
相
談
パ
ー
ト
ナ
ー
で
す
。

　
松
山
地
方
法
務
局
及
び
愛
媛
県
人

権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
11
月
14

日
（
月
）
か
ら
20
日
（
日
）
ま
で

を
、
全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間
と
し
て
、
女

性
の
人
権
問
題
に
関
す
る
電
話
相
談

を
人
権
擁
護
委
員
や
法
務
局
職
員
が

お
受
け
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘

密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時

　
11
月
14
日（
月
）〜
18
日（
金
）

　
　
　
８
時
30
分
〜
19
時

　
　
　
11
月
19
日（
土
）・
20
日（
日
）

　
　
　
10
時
〜
17
時

電
話
番
号

　
全
国
統
一
電
話
番
号

　
０
５
７
０
︱

０ぜ
ろ
な
な
ぜ
ろ

７
０
︱

８
の

 は

１あ

 と０

※
IP
電
話
か
ら
は
接
続
で
き
ま
せ
ん
。

相
談
内
容

　
女
性
の
人
権
問
題
に
関
す
る
あ
ら

ゆ
る
相
談（
夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら

の
暴
力
、
職
場
に
お
け
る
セ
ク
シ
ュ

ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
性
犯
罪
等

の
女
性
に
対
す
る
暴
力
、
ス
ト
ー

カ
ー
行
為
、
女
性
差
別
、
離
婚
問
題

等
の
家
庭
問
題
な
ど
）

問
合
せ

　
松
山
地
方
法
務
局

（
TEL
０
８
９
︱

９
３
２
︱

０
８
８
８
）

暮
ら
し
の
中
で
の
悩
み
や
心
配
ご

と
、
困
り
ご
と
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ

お
近
く
の
人
権
擁
護
委
員
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
、
相
談

内
容
の
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。

問
合
せ

　町
民
課（
TEL
７
２
︱

７
３
０
０
）

　松
山
地
方
法
務
局
宇
和
島
支
局

（
TEL
０
８
９
５
︱

２
２
︱

０
７
７
０
）
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愛
南
★
エ
コ
ス
ク
ー
ル「
ア

ラ
ス
カ
・
フ
ォ
ト
ラ
イ
ブ
」！

◆
環
境
衛
生
課
か
ら

企
業
の
利
益
を
伸
ば
す
！

経
営
力
強
化
セ
ミ
ナ
ー
の

開
催
！

◆
商
工
観
光
課
か
ら

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
設
置
費
補
助
金
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
！

◆
環
境
衛
生
課
か
ら

幻想的なオーロラ

松本紀
のり

生
お

さん

　
御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
で
、
松
山
市

出
身
の
写
真
家
、
松
本
紀の

り

生お

さ
ん
を

講
師
に
第
２
回
愛
南
★
エ
コ
ス
ク
ー

ル
「
ア
ラ
ス
カ
・
フ
ォ
ト
ラ
イ
ブ
」

　
企
業
の
経
営
力
強
化
に
向
け
て
、

コ
ス
ト
削
減
や
売
上
増
に
つ
な
が
る

業
務
改
善
の
手
法
を
学
ぶ
セ
ミ
ナ
ー

が
次
の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。
当

日
は
、
20
年
以
上
の
企
業
支
援
経
験

を
有
す
る
㈱
日
本
能
率
協
会
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
の
講
師
が
、
企
業
の
成

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
松
本
さ
ん
は
、
一
年
の
半
分
以
上

を
ア
ラ
ス
カ
で
過
ご
し
、
夏
は
無
人

島
、
冬
は
氷
河
の
上
の
か
ま
く
ら
で

生
活
し
な
が
ら
自
然
の
撮
影
に
専
念

し
て
い
ま
す
。
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し

出
さ
れ
る
ア
ラ
ス
カ
の
雄
大
な
自

然
、
ヒ
グ
マ
、
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
珍

し
い
生
態
や
、
北
米
大
陸
最
高
峰
の

マ
ッ
キ
ン
リ
ー
（
６
，
１
９
４
ｍ
）

と
幻
想
的
な
オ
ー
ロ
ラ
の
撮
影
な

ど
、
松
本
さ
ん
の
体
験
談
を
交
え
な

が
ら
紹
介
さ
れ
、
見
た
こ
と
も
な
い

映
像
が
写
さ
れ
る
た
び
に
約
40
名
の

 9/
   17

功
事
例
な
ど
を
交
え
た
分
か
り
や
す

い
内
容
で
説
明
し
ま
す
。こ
の
機
会

に
皆
さ
ま
の
事
業
内
容
を
振
り
返
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。
多
数
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

日
時

　11
月
24
日（
木
）14
時
〜
16
時

場
所

　御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー

講
師

　長
崎

　
昇

の
ぼ
る

（
㈱
日
本
能
率
協
会
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ 

チ
ー
フ
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）

問
合
せ

　商
工
観
光
課（
TEL
７
２
︱

７
３
１
５
）

受
講
者
か
ら
驚
き
の
声
が
上
が
っ
て

い
ま
し
た
。

　
愛
南
町
で
は
、
住
宅
用
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
設
置
費
補
助
金
を
交
付

し
て
い
ま
す
。

補
助
金
の
交
付
対
象

①
町
内
の
住
宅
に
自

ら
居
住
す
る
方

②
町
内
の
発
電
シ
ス

テ
ム
付
き
住
宅
を
購

入
す
る
方

補
助
金
額

　
１
キ
ロ

ワ
ッ
ト
当
た
り
７
万

円
と
し
、
28
万
円（
４

キ
ロ
ワ
ッ
ト
）
を
上

限
と
し
ま
す
。

申
請
方
法

　
工
事
の

着
手
前
に
、
補
助
金

交
付
申
請
書
と
必
要
書
類
を
添
え
て

環
境
衛
生
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
詳
し
く
は
、
愛
南
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
環
境
衛

生
課
ま
で
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　
環
境
衛
生
課（
TEL
７
２
︱

７
３
１
６
）

■講師プロフィール
　メーカー、サービス産業

各企業におけるCS経営構

築・推進、サービス・マー

ケティング戦略立案・実践

などのコンサルティング、

教育に幅広く活躍してい

る。近年は、コンサルティ

ング、教育活動に加え、

「CS審査基準」をもとにしたCS力の向上、顧客価

値創造、リーダーシップに関するシンポジウム、

研究会の企画・開催も積極的に展開している。

長崎昇
のぼる

さん
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食
育
推
進
大
会「
２
０
１
１

愛
な
ん
愛
級
グ
ル
メ
グ
ラ
ン

プ
リ
」開
催
の
お
知
ら
せ
！

◆
水
産
課
水
産
振
興
室
か
ら

む
し
歯
０
本
、

　
　
　
お
め
で
と
う
！

◆
保
健
福
祉
課
か
ら

　
「
み
ん
な
で
取
り
組
む
愛
南
の
食

育
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
町
民
の
健
全
な

食
生
活
の
実
現
と
心
身
の
健
康
増
進

に
向
け
て「
２
０
１
１
愛
な
ん
愛
級
グ

ル
メ
グ
ラ
ン
プ
リ
」を
開
催
し
ま
す
。

日
時

　
12
月
18
日（
日
）

　　　
開
場
９
時
30
分
〜

　　　開
会
10
時
〜

場
所

　
御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー 

入
場
料

　
無
料（
整
理
券
が
必
要
で
す
。
水

産
課
水
産
振
興
室
又
は
各
支
所
で
お

求
め
く
だ
さ
い
。）

内
容

○
食
育
講
演

　
「
食
育
は
家
庭
料
理
か
ら
」 

　
講
師

　
林

　
裕ひ

ろ

人ひ
と

（
シ
ェ
フ
）

○
愛
級
グ
ル
メ
グ
ラ
ン
プ
リ
決
勝

　
地
元
食
材
を
使
い
、
各
家
庭
の

ア
イ
デ
ア
を
盛
り
こ
ん
だ
『
わ
が

家
の
愛
級
グ
ル
メ
レ
シ
ピ
』
決
勝

審
査
を
開
催
し
ま
す
。

○
食
改
味
ま
つ
り

　〈
限
定
２
５
０
食

　

　当
日
、
会
場
で
試
食
券
配
布
〉

○
愛
な
ん
歯
つ
ら
つ
大
賞
表
彰

　
ほ

か問
合
せ

　
水
産
課
水
産
振
興
室

（
TEL
７
２
︱

７
３
０
５
）

　
町
で
は
、
５
歳
児
歯
科
健
診

で
、
む
し
歯
が
０
本
だ
っ
た
お
子

さ
ん
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。

　
９
月
に
実
施
し
ま
し
た
５
歳
児

健
診
で
は
18
名
の
受
診
者
の
中
で

7
名
の
お
子
さ
ん
を
表
彰
し
ま
し

た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
し
っ
か
り
歯
磨
き

を
し
て
、
き
れ
い
な
歯
を
守
り
ま

し
ょ
う
。

 

西
　
口

　
凛り

ん

太た

朗ろ
う 

く
ん（
須
ノ
川
）

 

末
　
廣

　
康こ

う

二じ

郎ろ
う 

く
ん（
須
ノ
川
）

 

浪
　
口

　
月つ

き

　
花か 

ち
ゃ
ん（
柏

　
崎
）

 

中
　
平

　
空く

う

　
那な 

ち
ゃ
ん（
御
荘
長
洲
）

 

大
　
野

　
未み

　
來く 

ち
ゃ
ん（
城
辺
甲
）

 

宮
　
下

　
天て

ん

　
志じ 

く
ん（
広

　
見
）

 

中
　
平

　
優ゆ

う

　
希き 

ち
ゃ
ん（
船

　
越
）

　今号から、愛南町出身のヴォーカリス

ト、「テノヒラ」のkikuさんのコラムが始ま

ります。地元愛南町での音楽祭開催を夢見

て、音楽に対する熱い想いを語っていただ

きます。

♪愛南町で音楽祭を開催したいと思い始め

て、15年が過ぎようとしている。ライブハ

ウスも楽器店もないこの町で育ち、幼い頃

に聴いた音楽といえば歌謡曲かJ-POPで、

文化祭で演奏する機会をもらっても誰かの

曲をコピーするだけ。それが普通だと思っ

ていた。♪高校を卒業して大阪で音楽活

動を始めた時、同じ年の子たちが新しい音

楽を聴き、自分たちで曲を作り、チケット

を売ってライブ活動をしているということ

に大きな衝撃を受けた。そして毎週のよう

にライブハウスに足を運び、プロの演奏を

生で聴き、肌で感じられることを羨ましく

思った。これが、音楽祭開催を夢見たきっ

かけだった。♪インターネットや携帯が

普及して音楽を身近に、手軽に手に入れら

れるようになったが、イヤホンで聞こえる

だけが音楽じゃない。画面で流れるだけが

音楽じゃない。音楽を“聴く”より“感じ

て”ほしい。だから音

楽祭を。来年夏の開催

をめざし、動き出し

た。（テノヒラkiku）

−あいなん音故地新−
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研
究
員
を
紹
介
し
ま
す
！

◆
愛
大
南
水
研
か
ら

「
男
女
共
同
参
画
推
進
南
予

地
域
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」

傍
聴
者
募
集
！

◆
企
画
財
政
課
か
ら

「
標
準
営
業
約
款
制
度

　（
Ｓ
マ
ー
ク
）」を

　
　
　
ご
存
知
で
す
か
！

◆
保
健
福
祉
課
か
ら

　

今
月
号
は
、
今
年
か
ら
新
し
く
南

予
水
産
研
究
セ
ン
タ
ー（
南
水
研
）に

来
ら
れ
た
研
究
員
を
紹
介
し
ま
す
。

太
田　
　

史
た
か
し
（
研
究
員
） 

　
今
年
の
９
月
に
、
愛
媛
大
学
無
細

胞
生
命
科
学
工
学
研
究
セ
ン
タ
ー
か

ら
南
水
研
に
異
動
し
ま
し
た
。
自
宅

か
ら
一
望
で
き
る
船
越
湾
の
美
し
い

景
色
が
と
て
も
新
鮮
で
、
こ
の
よ
う

な
自
然
豊
か
な
環
境
の
中
で
生
活
で

き
る
こ
と
を
と
て
も
う
れ
し
く
思
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
愛
南
町
に
引
っ

越
し
て
か
ら
ま
だ
１
か
月
足
ら
ず
で

す
が
、
町
の
方
々
に
親
切
に
し
て
い

た
だ
い
た
お
か
げ
で
、
新
し
い
環

境
に
す
ん
な
り
溶
け
込
む
こ
と
が
で

き
、
家
族
（
妻
と
も
う
す
ぐ
２
歳
に

な
る
息
子
）
と
も
ど
も
大
変
感
謝
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
は
、
養
殖
魚
の
病
気
に

対
す
る
予
防
技
術
の
開
発
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
南
水
研
で
も
、
引
き
続

き
こ
の
研
究
テ
ー
マ
に
取
り
組
ん
で

行
く
と
と
も
に
、
養
殖
に
効
果
的
な

機
能
性
物
質
の
開
発
と
い
っ
た
養
殖

技
術
に
直
結
し
た
研
究
を
進
め
て
行

き
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
研
究
を
通
し

て
愛
南
町
の
水
産
業
の
発
展
に
貢
献

で
き
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

　
愛
媛
県
で
は
、
男
女
が
互
い
の
人

権
を
尊
重
し
、
個
性
と
能
力
を
発
揮

す
る
こ
と
が
で
き
る
「
男
女
共
同
参

画
社
会
」の
実
現
に
向
け
て
、
行
政

と
県
民
の
連
携
・
協
働
し
た
取
組
を

推
進
す
る
た
め
、
地
域
で
活
躍
す
る

方
々
と
県
・
市
町
が
地
域
の
課
題
等

に
つ
い
て
語
り
合
う
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

の
傍
聴
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

日
時

　11
月
25
日（
金
）

　　　13
時
30
分
〜
16
時
45
分

場
所

　西
予
市
宇
和
町
卯
之
町
４
︱

11
︱

２

　愛
媛
県
歴
史
文
化
博
物
館

問
合
せ

　企
画
財
政
課（
TEL
７
２
︱

７
３
１
７
）

　南
予
地
方
局 

総
務
県
民
課

（
TEL
０
８
９
５
︱

２
２
︱

５
２
１
１
）

　
標
準
営
業
約
款
制
度
は
、
法
律
で

定
め
ら
れ
た
消
費
者
（
利
用
者
）
擁

厚生労働大臣認可

護
に
資
す
る
た
め
の
制
度
で
す
。
厚

生
労
働
大
臣
認
可
の
約
款
に
従
っ
て

営
業
す
る
こ
と
を
登
録
し
た
、
「
理

容
店
」
「
美
容
店
」
「
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

店
」
「
め
ん
類
飲
食
店
」
「
一
般
飲
食

店
」
で
は
、
店
頭
に
Ｓ
マ
ー
ク
を
掲

げ
て
い
ま
す
。

　Ｓ
マ
ー
ク
登
録
店
は
、
安
全
・
清

潔
・
安
心
を
約
束
す
る
信
頼
で
き
る

お
店
で
す
。
詳
し
く
は
、
㈶
愛
媛
県

生
活
衛
生
営
業
指
導
セ
ン
タ
ー（
TEL

０
８
９
︱

９
２
４
︱

３
３
０
５
）ま
で

問
合
せ
く
だ
さ
い
。
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作り方
①ひじきを水でもどす。
②小松菜は4〜5㎝の大きさに切る。
③しめじ、えのきだけはほぐし、分け
る。しいたけはスライスする。
④にんじんは太めのせん切り、ちくわは
半月切りにする。
⑤小松菜を下ゆでする。
⑥鍋でだし汁を沸かし、①、③、④を加
える。Ａの調味料で味付けし、10分ほど
煮る。
⑦小松菜を加え、さらに5分ほど煮る。

愛
な
ん
料
理
レ
シ
ピ
⑥
！

◆
水
産
課
水
産
振
興
室
か
ら

　
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、
安

愛
な
ん
食
育
推
進

第
19
回

〈
毎
月
19
日
は
食
育
の
日
〉

学
校
給
食

：

愛
南
○
○
カ
レ
ー

　
11
月
は
、18
日
に「
愛
南
さ
つ
ま
い

も
カ
レ
ー
」を
予
定
し
て
い
ま
す
。

栄養価（１人分）
エネルギー　420㎉
たんぱく質　12.4ｇ
脂質　　　　  5.4ｇ

作り方
①にんじん（せん切り）、ごぼう（ささが
き）、エリンギ（短冊切り）、生しいたけ
（スライス）を切る。
②しめじ、えのきだけ、まいたけはほぐ
し、分ける。
③里芋は皮をむき、一口サイズの大きさ
に切る。
④鶏肉、①、②を油で炒め、Ａの調味料
で味付けする。
⑤グリーンピースを下ゆでする。
⑥洗米した米、里芋、④、だし汁を炊飯
器に入れ、炊く。
⑦炊きあがったら⑤を入れ、軽くまぜる。

材料（４人分）
米　　　　　　　2.5合 
里芋　　　　　　100ｇ
しめじ　　　　　  50ｇ
えのきだけ　　　  25ｇ
まいたけ　　　　  15ｇ
エリンギ　　　　  15ｇ
生しいたけ　　　  15ｇ
鶏肉（もも）　　　  50ｇ
にんじん　　　　  40ｇ
ごぼう　　　　　  25ｇ
グリーンピース　  25ｇ
炒め油　　　　　適宜 
だし汁（煮干）　　430㏄
Ａ 
  薄口しょうゆ  　大さじ1弱 
  濃口しょうゆ  　小さじ2弱 
  砂糖　　　　  　小さじ1弱 
  食塩　　　　  　  1.2ｇ
  酒　　　　　  　小さじ1 
  みりん　　　  　大さじ半分 

主食：里芋ときのこの炊き込みご飯 

使用している愛南産農水産物 里芋の名前は、山に自生するヤマイモに対し
て、里で栽培されることに由来しています。
里芋は、いも類の中では低カロリーで食物繊
維が豊富です。種類も多く、愛南町では石川早
生のほか、セレベスなどが栽培されています。

里芋

栄養価（１人分）
エネルギー　  33㎉
たんぱく質　  2.6ｇ
脂質　　　    0.2ｇ

材料（４人分）
乾燥ひじき　  　　 5ｇ
小松菜　　　  　200ｇ
しめじ　　　  　  50ｇ
えのきだけ　  　  40ｇ
生しいたけ　  　  15ｇ
にんじん　　  　  30ｇ
ちくわ　　　  　  40ｇ
だし汁（煮干）  　  40㏄
Ａ 
  濃口しょうゆ　小さじ2 
  みりん　　　　小さじ1 
  砂糖　　　　　小さじ1強 

副菜：ひじき入り小松菜と
　　　きのこの煮浸し

使用している愛南産農水産物 小松菜には、カルシウムが豊富に含まれて
おり、小松菜100gで１日のカルシウム必要
量の半分を摂取することができます。カル
シウムが不足しがちな熟年の方や妊婦、成
長期の子どもに積極的に食べてほしい野菜
の一つです。

小松菜

全
・
安
心
な
給
食
づ
く
り
と
「
地

場
産
物
」
の
食
材
を
使
っ
た
献
立
を

提
供
で
き
る
よ
う
、
「
地
産
地
消
」

30
％
を
目
標
に
地
元
納
入
業
者
や
漁

協
、
Ｊ
Ａ
と
連
携
し
な
が
ら
食
材
の

調
達
、
工
夫
し
た
献
立
づ
く
り
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
食
の
専
門
家
と
し
て
「
生

き
た
教
材
」
で
あ
る
学
校
給
食
を
活

用
し
た
効
果
的
な
食
育
指
導
が
行
え

る
よ
う
、
日
々
研
究
を
重
ね
、
魅
力
あ

る
給
食
提
供
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
今
月
の
「
愛
な
ん
料
理
レ

シ
ピ
」
は
、
学
校
給
食
の
中
か
ら
秋

冬
の
食
材
を
使
っ
た
季
節
感
た
っ
ぷ

り
の
料
理
を
紹
介
し
ま
す
。
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11
月
の
犬
・
ね
こ
の
引
取
日

は
、次
の
と
お
り
で
す

◆
環
境
衛
生
課
か
ら

社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
は
年
末
調
整
や
確
定

申
告
ま
で
大
切
に
保
管
を
！

◆
町
民
課
か
ら

「
歯
と
口
の
健
康
づ
く
り
講
座
」

の
ご
案
内
！

◆
保
健
福
祉
課
か
ら

　

２
日
・
９
日
・
16
日
・
30
日

　
水
曜
日
の
８
時
30
分
〜
10
時

12
月
の
引
取
日
は
、

　
７
日
・
14
日
・
21
日

　
水
曜
日
の
８
時
30
分
〜
10
時

　
引
取
り
に
つ
い
て
は
、
決
め
ら

れ
た
時
間
内
に
、
認
め
印
を
持
っ
て

環
境
衛
生
課
又
は
各
支
所
ま
で
連

れ
て
来
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
飼
い

犬
・
飼
い
ね
こ
の
場
合
は
、
有
料（
愛

媛
県
収
入
証
紙
が
必
要
）で
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　

環
境
衛
生
課（
TEL
７
２
︱

７
３
１
６
）

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
及

び
住
民
税
の
申
告
に
お
い
て
全
額
が

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま

す
。
そ
の
年
の
１
月
１
日
か
ら
12
月

31
日
ま
で
に
納
付
し
た
保
険
料
が
対

象
で
す
。
こ
の
社
会
保
険
料
控
除
を

受
け
る
た
め
に
は
、
支
払
っ
た
こ
と

を
証
明
す
る
書
類
の
添
付
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
証
明
書
は
日
本

年
金
機
構
本
部
か
ら
左
記
の
期
日
に

送
付
さ
れ
ま
す
。

 

10
月
下
旬
〜
11
月
上
旬
送
付
対
象
者 

　
本
年
１
月
か
ら
９
月
30
日
ま
で
の

間
に
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
実
績

が
あ
る
方

 

来
年
１
月
下
旬
送
付
対
象
者

　
10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の

間
に
今
年
は
じ
め
て
国
民
年
金
保
険

料
の
納
付
が
あ
っ
た
方

　
国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
等

に
よ
り
納
付
が
遅
れ
ま
す
と
、
証
明

額
等
に
記
載
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
場
合
は
、
領
収
証
書
に

よ
り
控
除
額
を
自
己
申
告
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
の
で
、
国
民
年
金
保
険

料
の
領
収
証
書
は
大
切
に
保
管
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
年
末
調
整
の
手

続
き
等
に
つ
い
て
は
、
税
務
署
に
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

 

年
金
受
給
者
の
み
な
さ
ま
へ

　
『
扶
養
親
族
等
申
告
書
』
は
期
限

ま
で
に
提
出
し
ま
し
ょ
う
。

　
老
齢
や
退
職
を
支
給
事
由
と
す

る
年
金
は
、
雑
所
得
と
し
て
所
得

税
の
課
税
対
象
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
障
害
年
金
・
遺
族
年
金
は
課
税
さ

れ
ま
せ
ん
。
）
課
税
対
象
と
な
る
受

給
者
の
方
に
は
、
11
月
上
旬
ま
で

に
日
本
年
金
機
構
か
ら
扶
養
親
族

等
申
告
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で

12
月
１
日
の
提
出
期
限
ま
で
に
必

ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
平
成
24
年
分
扶
養
親
族
等
申
告

書
が
送
付
さ
れ
る
方
は

　
年
齢
65
歳
未
満

…
…
…
年
金
額
１
０
８
万
円
以
上

　
年
齢
65
歳
以
上

…
…
…
年
金
額
１
５
８
万
円
以
上

　

今
月
の
社
会
保
険
・

　
　
　
　

年
金
一
日
相
談

 

○
11
月
18
日（
金
）

　

 

10
時
〜
15
時
30
分

　 

（
城
辺
商
工
会
館
２
階
）

日
時

　
11
月
16
日（
水
）

　　　13
時
30
分
〜
16
時
30
分

場
所

　
南
予
地
方
局
宇
和
島
庁
舎

７
階（
宇
和
島
市
天
神
町
７
番
１
号
）

テ
ー
マ

　歯
と
口
の
健
康
づ
く
り
講
座

　〜
ご
存
知
で
す
か
？
歯
周
病
と

　　糖
尿
病

　そ
の
密
接
な
関
係
〜

内 

容・
歯
科
医
師
、
糖
尿
病
内
科
医
師

の
講
演

・
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
歯
周
病

チ
ェ
ッ
ク
、
歯
み
が
き
指
導

　
・
パ
ネ
ル
展
示
な
ど

定
員

　１
５
０
名
程
度

　　　【
参
加
費
無
料
】  

申
込
先

　
宇
和
島
保
健
所

　
健
康
増
進
課

　

　健
康
づ
く
り
推
進
係

　TEL
０
８
９
５
︱

２
２
︱

５
２
１
１

（
内
線
２
５
８
）

　FAX
０
８
９
５
︱

２
４
︱

６
８
０
６

申
込
期
限

　11
月
９
日（
水
）

問
合
せ

　保
健
福
祉
課（
TEL
７
２
︱

１
２
１
２
）



p19

１１月の保健事業のお知らせ

愛
媛
エ
イ
ズ
予
防
週
間
の

お
知
ら
せ
！

◆
宇
和
島
保
健
所
か
ら

自
衛
官
募
集
の
お
知
ら
せ
！

◆
総
務
課
か
ら

各種健（検）診

内　容 日 曜日 場　所 受付時間

乳・子宮がん検診
骨粗鬆症検診

1日 火 城辺保健福祉センター
　９：００～１０：３０

１２：３０～１４：００

2日 水 城辺保健福祉センター １２：３０～１４：００

＊11月1日９：００～１０：３０受付は、乳がん・骨粗髪症検診のみ実施です。

乳幼児健康診査

内　容 日 曜日 場　所 対象者

乳児健診 8日 火
城辺保健福祉センター

H２３年４月１日～５月３１日生

５歳児健診 22日 火 H１８年８月１日～９月３０日生

育児相談

内　容 日 曜日 場　所 受付時間

すくすく相談
9日 水

城辺保健福祉センター １３：３０～１５：００

育児相談 内海保健センター ９：３０～１１：３０

みるく広場 11日 金 一本松保健センター ９：３０～１１：００

うみのこ広場 17日 木 西海保健福祉センター ９：３０～１１：３０

みなみっ子 28日 月 御荘夢創造館 ９：３０～１１：３０

その他

内　容 日 曜日 場　所 時　　間

病態栄養相談 16日 水 城辺保健福祉センター
１３：３０～１５：３０

事前申込み

乳児栄養相談
「もぐもぐ教室」

25日 金 城辺保健福祉センター
１３：００～１５：３０

事前申込み

　
愛
媛
県
で
は
、
エ
イ
ズ
の
正
し
い

知
識
の
普
及
を
図
り
、
感
染
防
止
と

エ
イ
ズ
へ
の
誤
解
・
偏
見
の
な
い
環

境
を
作
る
こ
と
を
目
的
に
、
12
月
１

高
等
工
科
学
校
生
徒

受
験
資
格

　
中
卒（
見
込
含
む
）で
17

歳
未
満
の
男
子

受
付
期
間

　
11
月
１
日（
火
）

〜
平
成
24
年
１
月
６
日（
金
）

第
一
次
試
験
日

　
平
成
24
年
１
月
14

日（
土
）

第
一
次
試
験
地

　
宇
和
島
市
役
所

試
験
課
目

　
国
語  

社
会  

数
学  

理

科  

英
語  

作
文（
５
０
０
字
程
度
）

そ
の
他

　
右
記
の
ほ
か
、
推
薦
採
用

試
験
も
実
施
さ
れ
ま
す
。

問
合
せ

　
自
衛
隊
宇
和
島
地
域
事
務
所

（
TEL
０
８
９
５
︱

２
３
︱

５
４
３
１
）

日
か
ら
12
月
７
日
を
『
愛
媛
エ
イ
ズ

予
防
週
間
』
と
定
め
て
い
ま
す
。

　
期
間
中
、
宇
和
島
保
健
所
で
は
、

次
の
日
程
で
夜
間
エ
イ
ズ
相
談
・
検

査
を
実
施
し
ま
す
。
相
談
・
検
査
は

無
料
・
匿
名
で
受
け
ら
れ
、
陰
性
の

場
合
は
、
当
日
30
分
程
度
で
結
果
を

お
知
ら
せ
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
感

染
の
可
能
性
を
明
確
に
す
る
た
め
に

は
、
感
染
の
機
会
か
ら
３
か
月
以
上

経
っ
て
か
ら
の
検
査
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
宇
和
島
保
健
所 

感

染
症
対
策
係
ま
で
問
合
せ
く
だ
さ

い
。

夜
間
検
査
期
間

　12
月
１
日（
木
）

17
時
〜
19
時
30
分

場
所

　南
予
地
方
局

　１
階

　　　（
宇
和
島
保
健
所
）

問
合
せ

　宇
和
島
保
健
所 

感
染
症
対
策
係

（
TEL
０
８
９
５
︱

２
２
︱

５
２
１
１
）

〈
内
線
２
５
７
〉

※
通
常
の
エ
イ
ズ
検
査
は
、
毎
週
火

曜
日
（
10
時
〜
11
時
）
宇
和
島
保
健

所
で
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
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蛍光管は電気店又は環境衛生センターへ

 

税
務
課
等
か
ら
！

11
月
納
税
等
の
お
知
ら
せ

１１・１２月行事予定表

文 化 の 日   3日 粉川ファミリークリニック 城 辺 甲 ☎72-2111

第１日曜日   6日 県立南宇和病院 城 辺 甲 ☎72-1231

第２日曜日 13日 福岡内科外科医院 一 本 松 ☎84-3600

第３日曜日 20日 県立南宇和病院 城 辺 甲 ☎72-1231

勤労感謝の日 23日 内海診療所 柏 ☎85-0341

第４日曜日 27日 国保一本松病院 一 本 松 ☎84-2255

備考１．診療時間は午前９時から午後４時まで。
　　２．診療科目は内科系の救急患者とします。

日曜日・祝祭日 県立南宇和病院 城 辺 甲 ☎72-1231

11月の当直医
一　般　内　科

救　急　担　当

国

民

健

康

保

険

税

6期分/

10期分

介

護

保

険

料

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

5期分/

9期分

保

育

所

保

育

料

月末

下

水

道

使

用

料

町
税
を
滞
納
し
て
い
る
方
に
は
、
ま
ず
督
促
状

に
よ
っ
て
納
税
を
促
し
て
い
ま
す
。
町
税
を
滞

納
さ
れ
ま
す
と
、
本
来
、
納
め
る
べ
き
税
額
の
ほ
か

に
延
滞
金
が
か
か
り
ま
す
。

❶
町
税
等
、
住
宅
使
用
料
、
住
宅
共
益
費
、
駐
車

場
使
用
料
は
、
毎
月
、
当
月
分
が
月
末
に
振
替

と
な
り
ま
す
。
な
お
、
該
当
日
が
休
日
の
場
合

は
、
翌
日
と
な
り
ま
す
。

❷
上
水
道
使
用
料
・
簡
易
水
道
使
用
料
の
振
替

日
は
毎
月
21
日
、
再
振
替
日
は
翌
月
の
10
日

で
す
。

城　辺

中
玉
バ
ス
停
跡
、
旧
深
浦
漁
協
冷
蔵
庫
前
、
久
良
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
・
深
浦

公
民
館
、
小
屋
ノ
浦
・
古
月
・
鯆
越
・
脇
本
各
集
会
所

11/28

12/26

僧
都
ふ
れ
あ
い
交
流
館
、
緑
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
、
三
島
団
地
、
愛
南
町
役

場
、
山
出
・
太
場
・
豊
田
・
長
野
各
集
会
所
、
中
ノ
谷
・
鼻
共
同
住
宅
横

11/24

12/22

城
の
辺
学
習
館
、
東
海
公
民
館
、
矢
の
町
・
松
本
・
蓮
乗
寺
・
敦
盛
各
集
会

所

11/22

12/20

西　海

中
泊
埋
立
駐
車
場
、
西
海
支
所
、
西
海
保
健
セ
ン
タ
ー
、
外
泊
・
内
泊
・
船
越
・

小
浦
・
弓
立
・
越
田
各
集
会
所

11/18

12/16

武
者
泊
消
防
車
庫
前
、
麦
ケ
浦
バ
ス
停
裏
、
福
浦
駐
在
所
手
前
、
樽
見
小
学
校

跡
、
大
成
川
・
小
成
川
・
下
久
家
・
久
家
各
集
会
所

11/16

12/14

一本松

内
尾
串
駐
輪
場
、
上
大
道
公
民
館
、
広
見
・
中
川
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
、
一
本
松
・
満
倉
・
小
山
本
村
・
正
木
各
集
会
所

11/14

12/12

内海

大
敷
貞
芳
作
業
所
、
荒
樫
、
魚
神
山
亀
井
作
業
場
、
油
袋
漁
民
セ
ン
タ
ー
、

旧
川
村
光
男
作
業
場
、
兵
頭
郁
生
さ
ん
宅
前
、
旧
内
海
支
所
、
魚
神
山
船
越
・

平
碆
・
柏
崎
各
集
会
所

11/10

12/9

御　荘

馬
場
消
防
詰
所
横
、
和
口
町
営
住
宅
駐
車
場
、
和
口
第
二
・
馬
瀬
・
深
泥
・
寺

新
町
各
集
会
所
、
節
崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

11/8

12/7

御
荘
菊
川
農
村
研
修
セ
ン
タ
ー
、
御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
、
平
山
・
長
洲
・
長
崎
・

貝
塚
・
八
幡
野
各
集
会
所

11/4

12/5

中
浦
漁
村
振
興
セ
ン
タ
ー
、
御
荘
中
学
校
前
、
赤
水
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、

長
月
公
民
館
、
猿
鳴
・
左
右
水
・
尻
貝
・
高
畑
各
集
会
所

11/1

12/1

１1、１2月の新聞・雑誌・ダンボール等、収集日のお知らせ!
日 曜 時　間 行事名 場所

１１月

6 日 10：00～15：00 ふるさと一本松祭 広見地区田園

7 月 9：00～16：00 消費生活相談員相談日 役場本庁

9 水 13：00～15：00 行政相談 城の辺学習館ほか

12 土
9：00～17：00 愛南町文化祭

御荘文化センター
城の辺学習館

10：00～11：00 御荘防火パレード
御荘文化センター

〜夢創造館

13 日

8：30～17：00
平成23年度 南宇和
郡軟式野球選手権大会

南レク
城辺球場

9：00～17：00
第12回 4人制
ソフトバレーボール大会

御荘Ｂ＆Ｇ海洋
センター体育館

9：00～16：00 愛南町文化祭
御荘文化センター
城の辺学習館

19 土 8：30～16：00
トレッキング・ザ・空海
あいなん

（松尾坂へんろ道）

宿毛球場～
御荘文化

センター

20 日 9：00～16：00
トレッキング・ザ・空海
あいなん

（柏坂へんろ道）

ＤＥ・あい・２１
～嵐坂（風園）

21 月 9：00～16：00 消費生活相談員相談日 役場本庁

22 火 8：30～12：30
第20回 愛南町
クロッケー親睦交流大会

南レク御荘
多目的広場

１２月

3 土 14：00～16：30 愛南町ＰＴＡ大会
御荘文化

センター

4 日

8：30～16：00 篠南文化祭
篠山小学校

体育館ほか

8：30～17：00
第12回
フレンドリーカップ

ソフトバレー大会

一本松交流促進
センターほか

9：00～17：00
第6回 愛南町
ラケットテニス大会

御荘Ｂ＆Ｇ海洋
センター体育館

9：30～14：00 内海文化発表会 ＤＥ・あい・２１

5 月 9：00～16：00 消費生活相談員相談日 役場本庁

11 日

8：30～15：30
第62回
愛媛駅伝競走

（一本松～宇和島大会）

開会式8：30
一本松山村
開発センター

8：30～17：00
第7回 愛南町
スポーツ少年大会

サッカー競技

南レク城辺
多目的広場ほか

14 水 13：00～15：00 行政相談 城の辺学習館ほか

17 土 17：30～20：00
パール

イルミネーション
ＤＥ・あい・２１

18 日 10：00～12：00
愛なん愛級グルメ

グランプリ
御荘文化

センター

26 月 9：00～16：00 消費生活相談員相談日 役場本庁

愛いっぱい愛南産直市
１２月６日（火）～１２日（月）

時間　10：00～19：00　　場所　松山三越

■11月  1日（火）～11月10日（木）

　　　　　　 　　橋本 伸
すすむ

版画展「ふるさと愛南」

時間　8：30～19：00　場所　DE・あ・い・21　
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あなたの子育てをサポートします
実施場所 問合せ 内　容 開設日 開設時間 11月のお知らせ

はまゆう乳幼児保育所
地域子育て支援センター
「どんぐりの会」

はまゆう

乳幼児保育所内

７２－４３２８

サークル活動
月   

火・木   
園庭・保育室開放 水・金   

育児（電話）相談
月〜金   

土   

御荘子育て
支援センター
「こあら」

御荘保育所内

７２－０５９８

サークル活動 月・水・金   
園庭等開放 火・木  

育児（電話）相談 月〜金  

うみのこ広場 出張場所：西海支所２階 サークル活動 第3木曜  

こぶたの広場
プラザじょうへん内

７３－２２８８
詳しくは「こぶた通信」に記載

育児相談・
つどいと交流

各種ワークショップ
日〜金   

御荘文化センター
「あいなん子育て
応援グループ」

生涯学習課内
73-1111

子育て 
  (電話)相談

木曜

 

〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜

〜

〜

〜

１２：００  
８：００
８：００
８：００
８：００
８：３０
８：３０
８：３０

９：３０

１０：００

１３：００

１７：００  
１３：００
１７：００
１７：００
１２：００
１３：３０
１３：３０
１７：１５

１１：３０

１６：００

１６：００

笑
顔
い
っ
ぱ
い
！
愛
な
ん
っ
こ

●15日(火)10:00〜
愛南町消防署を招き
消 火 訓 練 を 行 い ま
す。

●1日(火)世代間交流

●9日(水)ベビースリング  

●16日(水)出張

「わんぱく」親子陶芸

●2日(水)・9日(水)     
夢創造館で行いま
す。

●20日(日)僧都小学
校にて子育て支援講
演会

長崎
保育所

家串
保育所

柏
保育所

緑
保育所
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愛 南 こ み ゅ に け ー し ょ ん

　本日!海
う み び よ り

日和!!「かわいい子には、手を出すな」

10/1 どろんこサッカー大会
フォトコンテスト公開審査会

　篠山小学校体育館で、写真家で二科会写真部会員の原田
政
ま さ あ き

章さん(宇和島市)と犬飼恵
し げ と し

俊さん(同)を審査員に招き、
「第21回県境篠山騒動どろんこサッカー大会フォトコンテ
スト」公開審査会が行われました。県内外の写真愛好家71
名から寄せられた188点の作品から、厳正な審査の結果、入
賞作品17点が選ばれました。
【審査結果は次のとおりです。
　なお、最優秀・優秀・特選・町内入賞者のみ掲載】

最優秀賞 「争奪戦」清家光
み つ え

江(宇和島市)
優秀賞    「あふれるパワー」吉田秀

ひ で こ

子(新居浜市)
特選       「この一撃!」山本健

け ん た ろ う

太郎(松山市)
特選       「闘魂」森 敏

と し ひ ろ

弘(四万十市)
入選       「小さなサポーター達」濱本秀

ひ で お

雄(船越)

10/8〜9愛南町ご当地グルメが準グランプリ!
　宇和島市の「きさいやロード」
で、愛媛県主催の「南予グルメ選
手権2011」が行われ、南予の10
市町から45団体が参加し、「美味
しいご当地グルメ、一番」を競い
合いました。
　本町からは5団体が参加し、準
グランプリに「黒潮海閤」の愛
南かつお丼、特別賞のサークルK
サンクス賞に「お食事どころ な
にわ」の愛南海鮮焼き(ヒオウギ
貝・イカ・たびエビ)が、それぞ
れ入賞しました。このほか、「愛
南フーズ」の由良チャンポン・
由良の媛っこ地鶏・愛南ドッグ、
「焼肉おおにし」の愛南和牛バー
ベキューが参加し、好調な売れ行
きでした。
　また、同イベントでは、船越小
学校児童が扮する「タイレッド」
「ヒジキブラック」、そして「愛
南愛あい大使」も参加し、「美味
しいですよ!」と愛南町の「食」
を精一杯PRしました。

山本真
ま よ

代さん（左）小島優
ゆ り

里さん（右）

▼左から

清水鼓
こ て つ

哲くん（タイレッ

ド）、鈴木ももさん、吉

田晃
ひ か る

流くん、吉田彩
あ や の

乃さ

ん（ヒジキブラック）、吉

田風
ふ う か

果さん。以上、船越

小学校児童の皆さん
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愛 南 こ み ゅ に け ー し ょ ん

　4月に生まれた稚魚たちも、11月になると、ずいぶん成長していま

す。この中で、かわいさNo1というと、ミナミハコフグでしょう。

　黄色い体を水玉模様で着飾った姿は、ハッピーキューブの愛称が

あります。小さなひれをパタパタしながらクルクル回る姿を見てい

ると、本当に幸せな気分になってきます。泳ぎが下手で、こんなに目

立っては、すぐに大きな魚に見つかって食べられてしまうと心配する人がいるかもしれません。

　でも、大丈夫。実は危険を感じると、体の表面から毒を出すという、必殺技をもっているので

す。目立つ色や模様には「毒に注意。食べると死ぬよ。」と知らせる役割があると考えられてい

ます。これを「警告色」といい、スズメバチやナナホシテントウが有名です。

　私たちが見るとかわいいと感じるミナミハコフグの模様にも、厳しい自然を生き抜くための

大切な役割があるのです。

（ミナミハコフグの幼魚 須ノ川 水深3m 2011.8.30）環境省自然公園指導員 西尾知
と も て る

照

　本日!海
う み び よ り

日和!!「かわいい子には、手を出すな」

9/15・10/8 想いを真珠に込めて!パールジュエリーデザインコンテスト

　DE・あ・い・21で「第15回パールジュエリー・デザインコンテスト」が開催され、国内

はもとより、韓国や台湾、遠くは南アフリカ共和国など海外を含む257名から、311点の応

募がありました。9月15日に行われた最終審査で、最優秀賞に韮
に ら さ わ

澤久
く み こ

美子さん(愛知県)のブ

ローチ「おでかけ♪」が選ばれ、小学生の部では山口優
ゆ う か

花さん(一本松小)、中学生の部では

武田梓
し ほ

歩さん(城辺中)の作品が、それぞれ第1位に選ばれました。そのほか、優秀賞2点、特

選3点など、合計80点が入賞しました。

　10月8日には表彰式が行われ、一般の部11名、小学生の部3名、中学生の部3名が出席し、

賞状と記念品が贈られました。表彰式の後、出席者は真珠養殖場の見学や、郷土料理を囲

んだ交流会などに参加し、美しい海に囲まれた真珠貝のふるさと愛南町を満喫しました。

9/12 髪ボランティア2011
　9月19日の「敬老の日」を前に、南宇和理容美容組合(吉村
則
の り お

男代表)の有志の皆さんが、地域社会への貢献活動の一つとし
て町内6か所の老人福祉施設の入所者を対象に、恒例のカット
ボランティアを行いました。
【参加された方々、敬称略】

山本安
あ た か

宅、久德耕
こ う い ち

一、円城寺正
た だ と し

敏、本多計
か ず ふ み

章、宮本節
せ つ こ

子、二宮千
ち か

香、大

西加
か よ こ

代子、岩井安
や す み

美、宇都宮 悦
え つ

、宇都宮典
の り こ

子、河人総
ふ さ こ

子、山口ふさ美、

菊池高
た か ゆ き

幸、吉田浩
ひ ろ ふ み

史、髙橋祐
ゆ う き

樹、鎌田順
じ ゅ ん こ

子、宇都宮睦
む つ こ

子、福留浩
ひ ろ こ

子、山

本淳
じ ゅ ん こ

子、平田真
ま い こ

衣子、稲田りえ、谷口ヒロ子、吉村則
の り お

男、幸田達
た つ ん ど

人、山

中知
と も お

雄、松本久
ひ さ や

也、立花昌
ま さ み

実、橋本スズ子、船平丘
た か こ

子、藪下勝
か つ み

美、藤堂

雅
ま さ よ

代

(CUT)

10/8 表彰式9/15 最終審査 最優秀賞「おでかけ♪」
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元
気
い
っ
ぱ
い

　
ア
イ
・
あ
い
・
愛
ラ
ン
ド

自分に挑戦 ! 記録に挑戦 ! 愛 -1 グランプリ
　南レク城辺多目的グラウンドで、「愛-1グランプリ
2011」が行われ、爽やかな秋空のもと、町内の小学生から
社会人まで142名のアスリートが、新種目「キックターゲッ
ト」を含む8種目の競技に挑戦しました。
【各種目の優勝者は次のとおり】
60メートル走   

100メートル走  

ソフトボール投げ 

ロングティーバッティング 

キックターゲット 

一輪車競争

400mリレー

モンスターボックス

10/　

  8

グラウンドゴルフ大会

 総合の部 優勝 浅野和
か ず よ し

義  2位 松蔭秀
ひ で ゆ き

行

　　　　  3位 上村秀
よ し の り

典   4位 久能正
ま さ ひ ろ

寛  

　　　　  5位 梶田幸
ゆ き お

男

 男性の部 優勝 古川 勇
い さ む

 

 女性の部 優勝 山口英
ひ で こ

子

小学生選抜チーム
二神選手(左から2人目)、近田監督(右端)

小学男子 北原永
と わ

遠(柏小)8秒8

小学女子 岩崎朱
あ か ね

音(平城小)9秒0(新)

一般男子 渡辺良
り ょ う す け

侑(御荘中)8秒6

一般女子 西川詩
う た の

乃(御荘中)9秒0

小学男子 増田周
し ゅ う と

大(城辺小)14秒0

小学女子 梶田愛
ま な み

美(平城小)14秒2(新)

一般男子 谷口 翼
つ ば さ

(城辺中)12秒7

一般女子 増田真
ま こ と

琴(城辺中)14秒0(新)

小学男子 益田 武
た け る

(城辺小)51m06

小学女子 猪野 穏
の ど か

(福浦小)50m79

一般男子 安岡宏
ひ ろ き

樹(城辺中)61m63

一般女子 幸田真
ま な

菜(城辺中)40m24(新)

小学生  前田 舞
ま い

(家串小)41m46

一般  猪野太
た い が

雅(南宇和高)79m74

小学男子 濵 辰
り ゅ う せ い

成(城辺小)

一般男子 尾崎 茂
し げ る

(南宇和高)

小学低学年 立花保
ほ の み

之美(城辺小)14秒94

小学高学年 山川滉
こ う へ い

平(緑小)14秒75

小学男子 平城男子チーム(平城小)58秒6

小学女子 平城女子チーム(平城小)58秒4

一般男子 チームMATUMURA(城辺中)51秒7 

一般女子 御荘中学校58秒5

清藤郁
ふ み や

哉(南宇和高)2m20cm
一般男子400mリレー優勝
「チームMATUMURA」

小学生男子400mリレー決勝

新種目「キックターゲット」

スポ少ソフトボール大会 !
10/　

  9

　あけぼのグラウンドで、1部(ファストピッチ)に3チーム、2部(スローピッチ)に7チー
ム、3部(ミニソフトボール)に3チームの計13チーム、約200名が参加して、「第7回愛南
町スポーツ少年大会ソフトボール競技」が行われました。
【大会結果は次のとおり】

1部 優勝 柏スポーツ少年団　　準優勝 平城スポーツ少年団

2部 優勝 家串スポーツ少年団　準優勝 赤水スポーツ少年団

3部 優勝 僧都スポーツ少年団   準優勝 緑スポーツ少年団

2部優勝 家串スポーツ少年団1部優勝 柏スポーツ少年団 3部優勝 僧都スポーツ少年団
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9/　

 7・10

　南レク御荘公園多目的広場で「愛媛スポレク祭
2011クロッケー競技 愛南町予選会(9/7)」と、一本
松あけぼのグラウンドで「愛南町グラウンド・ゴ
ルフ協会会員(一本松)大会兼愛媛スポレク祭2011
グラウンド・ゴルフの部 愛南町予選会(9/10)」が
行われ、クロッケーに17チーム58名、グラウンド
ゴルフ大会に114名の参加がありました。
【大会結果は次のとおり】

クロッケー大会

 一般(年齢不問)の部   優勝 広見

 シニア(60歳以上)の部  優勝 久家

 グラウンドシニア(70歳以上)の部 優勝 久家

クロッケー各部門優勝チーム
(左からグランド、シニア、シニア、一般)

スポレク祭 クロッケー、グラウンド
ゴルフ競技愛南町予選会 !

9/　

 7・10

9/　

 7・10
9/　

17 〜 18

　レインボーハイランド体育館(松山市)で開催された
「第13回和気サマーカップミニバスケットボール大
会」に愛南ミニバスケットボールクラブが出場し、
東・中予地区や広島県の強豪チームを相手に大活躍し
ました。
　決勝戦では延長の末、わずか1点差で敗れ準優勝と

なりましたが、スポレク愛媛県大会で同じチームともう一度対戦できるので、選手たち
はリベンジに燃えています。

グラウンドゴルフ大会

 総合の部 優勝 浅野和
か ず よ し

義  2位 松蔭秀
ひ で ゆ き

行

　　　　  3位 上村秀
よ し の り

典   4位 久能正
ま さ ひ ろ

寛  

　　　　  5位 梶田幸
ゆ き お

男

 男性の部 優勝 古川 勇
い さ む

 

 女性の部 優勝 山口英
ひ で こ

子

全国少年剣道大会で大活躍 ! 愛南女剣士
9/　

 18

　6年後の愛媛国体における愛媛国体ジュニア剣道強化指定選手による選考会(2/26・

4/30・6/25・7/23)が松山市ほかで開催され、中学生選抜チームに久德真
ま こ

子選手(城辺中2年)

と松田華
か な え

苗選手(城辺中3年)、小学生選抜チームに二神明
あ す み

日美選手(一本松小6年)と監督と

して近田幸
ゆ き の ぶ

信さん(南宇和剣道会)がそれぞれ選出され、9月18日(日)大阪市で開催された

「第6回全日本都道府県対抗少年剣道優勝大会」に愛媛県選抜チームとして出場しました。

　中学生選抜チームは、厳しい予選リーグ(愛媛県・奈良県・長野県)で1勝1分と惜しくも

決勝トーナメント進出はなりませんでした。小学生選抜チームは厳しい予選リーグ(愛媛

県・東京都・兵庫県)を突破し、決勝トーナメント1回戦で強豪の福岡県に勝利したものの

準々決勝で京都府に惜敗しましたが、見事、敢闘賞を受賞しました。

　出場した二神明
あ す み

日美選手は、「剣道の先生・仲間・家族に感謝し、今まで以上にもっ

ともっと稽古をして、今度

は南宇和の仲間と一緒に全

国大会へ出場できるよう頑

張りたいです。」と力強く

語ってくれました。

準優勝 愛南ミニバスケットボールクラブ

中学生選抜チーム
久德選手(右から2人目)、松田選手(右から3人目)

小学生選抜チーム
二神選手(左から2人目)、近田監督(右端)
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夕
暮
れ
時
は
、交
通
事
故
の
多
発
時
間
帯
で
す
！

「
技
能
市
場 

な
ん
よ
」

開
催
の
お
知
ら
せ
！

県
立
宇
和
島
高
等
技
術
専
門
校
か
ら

愛
南
警
察
署
か
ら

◆
内
海
俳
句
会

遠
き
日
の
目
の
前
に
あ
り
残
り
虫

老
の
日
は
自
分
を
褒
め
て
赤
蜻
蛉

　
　
　
　
　
　
　
　

好
岡
東
明
子

栗
飯
の
湯
気
に
咽
ぶ
か
居
士
の
父

祭
り
獅
子
猛
り
が
く
が
く
夫つ

ま

を
咬
む

　
　
　
　
　
　
　

太
田

　
信
子

秋
風
の
戦そ

よ

ぎ
を
聴
き
き
て
ま
ど
ろ
み
ぬ

句
誌
閉
じ
て
眠
り
を
誘
う
虫
の
声

　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
た
る
草

霊
峰
の
万
感
胸
に
秋
澄
め
る

秋
暁
に
覚
め
て
尚
亦
生
む
と
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
森
十
志
子

◆
菊
川
俳
句
会

木
の
葉
髪
我
が
来
し
方
の
遥は

る

か
な
る

　
　
　
　
　
　
　
宮
下

　
熊
夫

岩
手
よ
り
今
年
も
秋
刀
魚
届
き
け
り

　
　
　
　
　
　
　
井
関

　
禎
美

身
の
丈
に
添
っ
た
し
あ
わ
せ
秋
ざ
く
ら

　
　
　
　
　
　
井
関

　
満
子

夫つ
ま

の
声
聞
え
て
き
そ
う
な
秋
の
風

　
　
　
　
　
　
　
小
野
山
シ
マ
子

美
し
き
ま
ま
逝
き
し
人
秋
深
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
尾
加
都
子

◆
篠
南
川
柳
会

夢
に
で
も
た
ま
に
は
逢
い
た
い
来
て
欲
し
い

　
　
　
　
幸
枝

意
地
悪
な
夢
よ
ご
馳
走
食
わ
ず
覚
め

　
　
　
　
　
　
　
芝
田

こ
の
人
に
夢
を
預
け
て
四
十
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
清
子

い
ろ
い
ろ
と
あ
っ
て
結
局
今
の
妻

　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ッ
チ
坊

母
の
荷
は
い
ろ
い
ろ
詰
め
て
子
に
送
る

　
　
　
　
　
　
す
み
子

い
ろ
い
ろ
と
試
し
た
け
れ
ど
効
き
目
無
し

　
　
　
　
　
千
代
子

亡
き
父
の
言
葉
時
々
生
き
か
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　
保
美

カ
ラ
オ
ケ
シ
ョ
ー
胸
は
わ
く
わ
く
出
番
待
ち

　
　
　
　
京
子

オ
シ
ャ
レ
し
て
わ
く
わ
く
し
て
る
ク
ラ
ス
会

　
　
　
　
由
紀
子

◆
さ
わ
ら
び
短
歌
会

電
話
の
後
笑
い
声
い
つ
も
耳
に
残
る
嫁
は
も
う
す
ぐ
母
親
と
な
る

　
　
　
　
　
　
　
大
本

　
清
子

朝
な
さ
な
裏
山
廻
り
落
栗
拾
う
ジ
ョ
ン
も
遠
吠
え
散
歩
促
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本

　
豊
子

「
よ
う
や
っ
と
家
ら
し
ゅ
う
な
っ
た
」
と
夫
の
言
う
二
泊
の
旅
よ
り
戻
り
し
吾
に

　
　
扇
野
八
代
生

木
の
椅
子
の
脚
二
た
つ
無
き
が
濁
流
に
も
て
遊
ば
れ
て
い
る
台
風
一
過

　
　
　
　
　
吉
田

　
信
保

杖
つ
き
て
自
生
ト
マ
ト
を
育
て
た
り
可
憐
に
熟
れ
し
に
つ
い
頬
ず
り
を
す
る

　
　
　
田
中
久
二
恵

幾
百
の
水
母
の
群
ぞ
絶
え
絶
え
に
浮
き
つ
沈
み
つ
汽
水
を
漂
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
前
田

　
知
子

朝
ま
だ
き
秋
の
訪
れ
告
ぐ
る
ご
と
や
さ
し
き
声
に
チ
チ
ロ
鳴
く
な
り

　
　
　
　
　
　
國
松

　
幸
枝

身
の
丈
の
平
目
を
釣
り
し
四
万
十
川
に
足
を
踏
ん
ば
り
甥
は
待
ち
お
り

　
　
　
　
　
前
田

　
昭
夫

添
い
臥
し
て
記
憶
う
す
れ
し
母
看
と
る
娘
は
「
や
さ
し
い
方
」
と
言
は
れ
涙
す

　
　
安
村
寿
美
子

「
美
し
き
戦
争
未
亡
人
」
逝
き
ま
し
ぬ
そ
の
言
の
葉
も
死
語
と
な
り
た
り

　
　
　
　
　
岩
村
千
代
子

内
閣
の
組
閣
あ
る
度
さ
さ
や
か
な
庶
民
と
し
て
の
願
い
を
託
す

　
　
　
　
　
　
　
　
水
野
美
代
子

ど
の
星
よ
り
美
し
き
地
球
を
テ
レ
ビ
に
見
て
天
国
ゆ
き
を
無
期
延
期
す
る

　
　
　
　
澤
近

　
正
弘

万
葉
集
学
ぶ
窓
辺
の
風
凉
し
夕
顔
の
香
の
時
折
に
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
本
マ
ス
子

畦
草
の
露
ま
だ
干
ぬ
を
刈
り
を
れ
ば
新
米
の
香
風
が
顕
た
し
む

　
　
　
　
　
　
　
　
井
村

　
　
操

　
愛
南
警
察
署
で
は
、
12
月
31
日（
土
）ま
で
「
夕
暮
れ

時
の
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
・
前
照
灯
の
こ
ま
め
な
切

り
替
え
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
、
こ
ま
め
な
切
り
替
え
に
よ
り

歩
行
者
や
自
転
車
の
早
め
の
発
見
と
、
自
分
の
車
を
相

手
に
気
付
か
せ
、交
通
事
故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　
自
転
車
に
乗
る
と
き
も
、
早
め
の
前
照
灯
の
点
灯
を

心
が
け
、歩
行
者
は
反
射
材
な
ど
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

　広報「あいなん」10月号

26ページの「愛南文芸」コー

ナーについて、新くさの葉短

歌会（なずな）の松比良スミ子

さんの歌（下段11行目）を「山

陰の日の暮れ早き駐車場湧き

しごとくに蜻
あ き つ

蛉とびかふ」と

表記していましたが、正しく

は「山陰の日の暮れ近き駐車

場湧きしごとくに蜻
あ き つ

蛉とびか

ふ」です。訂正してお詫びし

ます。

訂正とお詫び

日
時

　
12
月
11
日（
日
）

　
　
　
10
時
〜
14
時

場
所

　
愛
媛
県
立
宇
和
島

高
等
技
術
専
門
校

内
容

　
木
工
品
・
縫
製
品
ほ

か
訓
練
作
品
展
示
即
売
、

技
能
体
験
サ
ー
ビ
ス
、
木

育
コ
ー
ナ
ー
「
木
の
玉
プ
ー

ル
」「
積
み
木
」「
ド
ミ
ノ
」

「
組
み
木
」
で
遊
ぼ
う
、
も

の
づ
く
り
体
験
教
室
、
軽

食
コ
ー
ナ
ー
な
ど

問
合
せ

　
愛
媛
県
立
宇
和
島
高
等

技
術
専
門
校（
TEL
０
８
９
５

︱

２
２
︱

３
４
１
０
）
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※上記情報は、広報紙掲載に対して、
　ご家族等に同意をいただいております。

心配ごと相談所

詳しくは、社会福祉協議会本所（TEL70−1251）まで問合せください。

　無料で弁護士と民生児童委
員が相談をお受けします（1回の
相談人数は8人までで事前に予約が必
要。定員に達した場合は受付を終了）。
 １１月８日（火）14時〜16時
　御荘老人福祉センター

福祉法律相談
　無料で民生児童委員２名が
日常生活でかかえる心配ごと
の相談をお受けします。
  １１月１２日（土）・２３日（水）
　14時〜16時
　御荘老人福祉センター

（９月受付分）

（９月受付分）

ご冥福をお祈りします

お誕生おめでとう
中
筋
川
総
合
開
発
工
事
事
務
所
か
ら

第
16
回
蛍
湖
ま
つ
り
〜
せ
ま
り
く

る
南
海
地
震
に
備
え
て
〜

『
親
子
で
学
ぼ
う
！
防
災
の

　
　
い
ろ
い
ろ
！
』の
ご
案
内
！

宇
和
島
海
上
保
安
部
か
ら

「
第
12
回
未
来
に
残
そ
う
青
い
海
・

海
上
保
安
庁
図
画
展
」の
お
知
ら
せ
！

地区名 子の名 保護者

城 辺 甲 浅　海　香
かお

　里
り

裕
ひろ

紀
き

御荘平城 前　田　理
り

　一
いち

晋
しんぺい

平

城 辺 乙 松　下　莉
り

　仁
ひと

涼
りょういち

一

御荘菊川 豊　岡　　　晴
はる

秀
ひではる

晴

中　　泊 吉　田　瀬
せ

　七
な

巧
たくみ

家　　串 前　田　梓
あず

　紗
さ

正
まさ

人
と

城 辺 乙 笛　木　勇
ゆう

　我
が

勇
ゆう

馬
ま

一 本 松 門　田　新
にい

　紗
さ

淳
じゅん

正　　木 蕨　岡　　　凛
りん

努
つとむ

久　　良 松　平　一
いち

　伽
か

休
やすひろ

博

増　　田 山　本　心
こ

　結
ゆ

恒
こうへい

平

地区名 亡くなった方 享年

御荘平城   松　本　　　 將
すすむ

53歳

御荘平山 稲　田　サカヱ 76歳

柏　　崎 佐々木　　　富
とみ

77歳

中　　泊 吉　田　正
まさ

　儀
よし

87歳

広　　見   田　中　　　 進
すすむ

87歳

緑　　甲 木　村　百
ゆ り こ

合子 94歳

中　　川 内　山　美
よし

　夫
お

86歳

中　　川 柴　田　スヱ子
こ

88歳

敦　　盛 氏　家　隆
りゅう

  一
いち

75歳

城 辺 甲 水　野　敦
あつ

　美
み

75歳

城 辺 甲 山　﨑　秀
ひで

　美
み

51歳

城 辺 乙 川　﨑　
けい

　子
こ

84歳

城 辺 甲 幸　田　喜
き

　千
ち

92歳

城 辺 甲 松　岡　壽
す ま お

満男 70歳

内　　泊 武　久　一
かず

　美
み

86歳

城 辺 甲 清　水　俊
しゅん

  一
いち

88歳

中　　泊 吉　田　吉
きち

　好
よし

95歳

船　　越 竹　川　精
せい

　作
さく

85歳

僧　　都   藤　本　　　 厚
あつし

64歳

御荘菊川 山　田　久
ひさ

　代
よ

59歳

久　　家 井　上　一
かず

　幸
ゆき

69歳

満　　倉 　地　マサヱ 96歳

緑　　乙 平　田　秀
ひで

　雄
お

84歳

日
時

　
11
月
13
日（
日
）10
時
〜
15
時

場
所

　
中
筋
川
ダ
ム
「
蛍
湖
」

　
　
　（
高
知
県
宿
毛
市
）

内
容

　

防

災

講

座

（
大
年
高
知
大

学
教
授
）
、
防
災

漫
談
（
松
尾
防

災
エ
キ
ス
パ
ー

ト
）
、
自
衛
隊
に

よ
る
災
害
救
援

車
両
展
示
、
宿

毛
消
防
署
に
よ
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
体
験
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
に

よ
る
災
害
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
体
験
、
高
知
県
警

　
海
上
保
安
庁
で
は
、
「
未
来
に
残
そ
う
青

い
海
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
小
・
中
学
生
を

対
象
に
図
画
コ
ン
ク
ー
ル
を
募
集
し
た
と
こ

ろ
、
宇
和
島
海
上
保
安
部
管
内
で
２
３
６
点

も
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
応
募
の
あ
っ
た

図
画
を
広
く
一
般
の
方
々
に
紹
介
す
る
と
と

も
に
、
海
洋
環
境
保
全
思
想
の
普
及
・
啓
発

を
図
る
た
め
、
図
画
展
を
開
催
し
ま
す
。

会
場

　
津
島
や
す
ら
ぎ
の
里 

大
ホ
ー
ル

期
間

　
11
月
10
日（
木
）〜
11
月
17
日（
木
）

　
　
　
10
時
〜
17
時

※
初
日
は
13
時
か
ら
、
最
終
日
は
13
時
ま
で

の
開
場
と
な
り
ま
す
。

問
合
せ

　
宇
和
島
海
上
保
安
部

（
TEL
０
８
９
５
︱

２
２
︱

１
２
５
６
）

音
楽
隊
に
よ

る
コ
ン
サ
ー

ト
、
営
林
署
に

よ
る
木
工
教

室
、
う
ま
い
も

の
市
、
も
ち
投

げ
、
お
菓
子
投

げ
、
ダ
ム
見
学

会
、
パ
ネ
ル
展

示
、
ヨ
ー
ガ
体

験
、
ド
ラ
夢
く
ん
（
象
よ
り
大
き
い
ふ

わ
ふ
わ
ド
ー
ム
）、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
で

防
災
グ
ッ
ズ
を
も
ら
お
う
！

そ
の
他

　
無
料
送
迎
バ
ス
（
平
田
駅
及

び
ダ
ム
駐
車
場
か
ら
）
あ
り

問
合
せ

　
蛍
湖
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局

　
中
筋
川
総
合
開
発
工
事
事
務
所
内

（
TEL
０
８
８
０
︱

６
６
︱

２
５
０
１
）

ドラ夢くん
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愛南町の人口
平成 23 年 10 月 1 日現在

愛
南
町
の
持
つ
魅
力
を
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

皆
様
か
ら
の
掲
載
依
頼
な
ど
、
気
軽
に
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

■編集・発行

愛南町役場 総務課
〒798-4196愛媛県南宇和郡愛南町城辺甲2420番地
TEL（0895）72-1211FAX（0895）72-1214
HP http://www.town.ainan.ehime.jp/
■印刷

明星印刷工業株式会社

編 集 後 記

愛
は

南
か
ら

10,917 戸

24,938 人

11,673 人

13,265 人

世帯数

人口

　男

　女

　先日、松蔭秀
ひ で ゆ き

行さん ( 蓮乗寺 )
から直径 20cm ほどの触るとぶよぶよした弾力が
ある奇妙な白い物体を見せてもらいました。松蔭
さんの畑への通り道に突然生えていたそうです。
　南予地方局愛南庁舎の林業振興班の方に調べて
もらうと、「オニフスベ」というキノコの一種と
いうことでした。主に庭先や畑、雑木林、竹林な
どに夏から秋にかけて生えるキノコで、大きいも
のでは直径 60cm になるものもあるそうです。小
さいうちは食べることができますが美味しくない
とのこと。見るからに奇妙なキノコです。

　テレビでは連日、タイの大

水害の報道がなされています

が、愛南町でも 10 月 21 日の

集中豪雨では、午後 4時から

の 3 時間雨量が御荘で 145.0

ミリと観測史上最大を記録

し、菊川・平山の国道 56 号

線が冠水して一時通行止めに

なったほか、がけ崩れや床上・

床下浸水など町内各地にその

爪あとを残しました。

　今回の集中豪雨は 1日だけ

でしたが、昭和 18 年 7 月の

水害では数日間大雨が降り続

き、僧都川の堤防が 2か所決

壊し、城辺の市街地に濁流が

流れ込んで大損害を与えまし

た。流れ込んだ濁流のため町

の中の行き来は、電柱と電柱

に張ったロープにつかまりな

がら渡っていたそうです。水

が引いた後の商店街は泥がた

まり汚物があふれ、しばらく

は手の施しようもなかったそ

うです。御荘地域でも観栄橋

や和口橋も流され、田畑は浸

水したり土砂に埋まるなど甚

大な被害を受けたそうです。

　今回の水害には、昭和 18

年ほどではないにしろ、改め

て水害の恐ろしさを実感させ

られました。地震や津波、台

風災害だけでなく、今回のよ

うな水害も突然起こることが

あるということを肝に銘じて

おく必要を感じました。


